
み
ト
‘
け
£
局
、
。
ル

第
三
十
三
巻
第
四
披
昭
和
五
十
年
三
月

護
行

棉
作
農
村
に
お
け
る
農
民
層

二
O
世
紀
中
園
の

分
解
に
つ
い
て

545 

は

じ

め

に

一
棉
作
経
晶
画
と
農
民
層
分
解

付
米
廠
村
の
概
況

同
棉
作
経
営
分
析

白

農

長
i

暦
分
解
の
遂
行
過
程

(
A〉

伺
農
民
層
分
解
の
進
行
過
程
〈
B
)

二
寄
生
地
主
制
の
形
成

村
綿
作
地
代
の
成
立

口
寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

お

わ

り

に

吉

回

j宏

- 1ー
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Ii. 

じ

め

河
北
省
豊
潤
鯨
宣
旺
銭
米
廠
村
は
、
天
津
棉
花
市
場
で
つ
と
に
有
名
な
東
河
棉
の
生
産
地
帯
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
、
河
北
省
東
部
の
代

表
的
な
商
業
的
棉
作
農
村
で
あ
る
。

①
 

岡
村
は
ま
た
一
九
三

0
年
代
後
牢
獄
識
に
よ

っ
て
幾
度
も
調
査
が
繰
、返さ
れ
た
こ
と
に
お
い
て
も
著
名
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
五
月
、
満
鍛

翼
東
地
匡
農
村
質
態
調
査
班
に
よ
り
、
二
五
村
の
農
村
調
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
に
は
同
じ
宣
荘
鎖
附
属
の
米
廠
村
の
隣
村
東
鴻
鴨
泊

村
が
調
査
封
象
に
選
ば
れ
て
い
る
。

つ
い
で
翌
一
九
三
七
年
二
月
第
二
次
調
査
が
な
さ
れ
た
と
き
、

は
じ
め
て
米
廠
は
他
の
三
村
と
と
も
に
調

査
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
時
の
調
査
は
極
め
て
精
密
な
も
の
で
あ

っ
た
。
更
に
信
頼
で
き
る
農
家
経
済
資
料
を
牧
集
す
る
目
的
を
も

っ

て

一
九
三
七
年
度
か
ら
選
抜
し
た
十
数
戸
に
農
業
簿
記
を
記
帳
さ
せ
る
べ
く
三
カ
年
に
亙
る
農
家
経
済
調
査
が
縫
績
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調

査
は
河
北
省
と
く
に
そ
の
東
部
に
集
中
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
の
規
模
・
正
確
さ
等
は
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ッ
ク
の
著
名
な
事
業
に
比
肩
す

- 2一

る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
十
分
に
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
米
廠
村
調
査
を
主
な

@
 

研
究
劉
象
と
し
た
論
考
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
経
営
様
式
に
闘
す
る
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
見
解
に
蹄
着
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
村
の
棉
花
生
産
の
主
穫
は
二

O
畝
前
後
の
経
営
規
模
以
下
の
零
細
経
営
農
家
に
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。
や
や
視
野
を
横

げ
て
一
九
三

0
年
代
の
華
北
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展
開
の
性
格
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
す
で
に
天
野
元
之
助
氏
に
よ

っ
て
整
理
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
恥
棉
花
を
貧
農
作
物
と
み
る
か
富
農
作
物
と
み
る
か
と
い
う
注
目
す
べ
き
見
解
の
封
立
が
あ

っ
た
。
前
者
は
貧
農
も
し
く
は
零
細

経
営
農
民
ほ
ど
そ
の
鰹
営
地
に
し
め
る
棉
作
地
の
割
合
が
高
い
と
い
う
「
貧
農
経
営
型
」
棉
作
、
あ
る
い
は
「
窮
迫
販
貰
型
」
棉
作
を
商
業
的

農
業
の
主
位
と
み
る
立
場
で
あ
る
。
後
者
は
そ
の
逆
に
富
農
・
大
経
営
農
ほ
ど
棉
花
の
作
付
率
が
高
い
と
い
う
「
富
農
経
営
型
」
棉
作
を
主
位

以
上
の
膨
大
な
調
査
結
果
は
、

と
す
る
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
米
廠
村
に
お
け
る
棉
作
は
こ
の
前
者
の
タ
イ
プ
の
一
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
の
が
、

一
九
三

0
年
代
の
諸
研



究
の
一
般
的
傾
向
で
あ
っ
た
。

相
結
賢
氏
は
、
そ
の
著
書
『
北
支
那
農
村
経
済
社
舎
の
構
造
と
そ
の
展
開
』
の
中
で
、
本
来
自
給
農
業
で
あ
る
家
族
第
作
的
小
一経
営
が
商
品

作
物
栽
培
に
輔
化
す
る
の
は
、
小
経
営
そ
の
も
の
の
崩
壊
し
た
一

O
な
い
し
二

O
畝
以
下
の
零
細
経
営
で
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
と
主
張
さ
れ

て
い
る
。

私
的
土
地
所
有
が
賓
現
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

大
上
末
贋
氏
は
、
柏
氏
と
は
全
く
異

っ
た
論
理
で
同
じ
結
論
に
到
達
さ
れ
た
。
華
北
農
民
経
済
は
す
で
に
貨
幣
経
済
化
し
、
小
商
品
生
産
と

「
竿
封
建
性
H
牢
植
民
地
性
」
の
故
に
富
農
経
営
は
震
達
せ
ず
、
零
細
土
地
所
有
H
零
細
土

地
利
用
・
隷
農
の
小
商
品
生
産
段
階
に
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
服
部
満
江
氏
の
研
究
は
、
大
ム
氏
と
ほ
ぼ
同
様
な
立
場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
棉
作
に
伴
な
う
富
農
経
営
の
護
展
の
可
能
性
を
認
め
る

黙
で
や
や
現
質
的
・
柔
軟
な
護
想
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

- 3一

中
西
功
氏
の
場
合
は
、
服
部
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
現
紋
認
識
に
立
ち
な
が
ら
も
、
農
民
屠
分
解
の
覗
黙
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
三
者
と
は

異
な
る
理
論
化
に
到
達
し
て
い
る
。
そ
れ
は
戦
前
に
お
け
る
中
園
農
村
経
済
研
究
の
一
つ
の
到
達
黙
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
中
西
氏
の
研
究
も
亦
、
農
民
屠
分
解
の
把
握
の
仕
方
、
米
廠
村
調
査
の
利
用
の
黙
に
お
い
て
、
な
お
検
討
す
る
品
跡
地
を
含
ん
で
い
る
よ
う

@
 

に
思
わ
れ
る
。

小
稿
は
、
以
上
の
諸
研
究
を
再
検
討
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
米
廠
村
調
査
資
料
の
一
部
を
整
理
し
直
し
、

培
論
の
一
面
的
な
理
解
を
批
剣
的
に
縫
承
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
貧
窮
型
商
品
作
物
栽

棉
作
経
営
と
農
民
屠
分
解

付

米
廠
村
の
概
況

5"47 
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米廠村金村儀況表情層刷会It)

鎗 1 健力..とは面干主面亙を亘干の"10によ司て成人明子健カに積算したもので，&{>.Iト 14.0.2.1~17.0. S ， 1ト 19.0.8， 20---5581.0.骨咽.0.5.61・以よ.0.2. rtutJ・13~・
2. 所有地crtfH 削除崎新有面観」のζ とであり. r.*ñ~1官僚に自作及び貸付によ 9使用敏盆をなしている隊処置穫を示 L. I:t.，て幽興健蘭.を除tλ典飽個債を含んでLる.H統計.1・1(.
3. ，..カ掴係でほ...:r;ll震調。人目，月エは2s人闘でa・.. r・lItaJ3貿. 、、

・ !!畜..隠は，'"・に検標したもの， 1・a・は小園1・牛】 5・思2・.2-大畠I.5r統計・3駒1(，

5. r・A ~ ..・ft 石岡也子 a恵子0 ・子.・.づ._.，trtス1r統計・12頁.

.. 麻布婚には""の土穐".5献が含霊れて、る.33鋪卯孟すべて自作されて、る.傘た地主の"幽婚には健村民民，、c"幽網島18舗民‘含まれている.

7 所有勉Jt念.村民のみの合併であ札 以下鱒 .. ーまで伺外亀支所有‘は締食している.

& 上穫では筒蓋有曹の 2，..周聖司「健の2，.が省略してある.

9 百分比畿ゅの市防は '"来扇である.

10. :ll車"のo.力のOlU'lH村内において綱決されている， r舗及び..の釦 <"..侠骨紛が"'"される/J;. 人ロに鱒 CM雄彊.少き"'ー入省3.1臥》健してa不尽なき欽.と云ひ縛

る.隼雇及びSI・鴇に主として.鱒に餅し'カ過嗣たる村内ø..・である・"乏を11嘗する事賓と云ひ得る，j(f昭和Ivt:-~.寝屋"111牽.倉』 旬頁》
組If rM=tU‘夜長村富・a牽・・ー・依於舗節三l1li111・JM-S...民a飽より仰".

傭 1衷 (A)

分 周lIi・ 人ロ 土地 闘 係 I!! tI面積 作 付薗 8・
奇術ゆAm何

'!1M!カ闘係 副 実質

割問| 問算 h( M換〕 戸〈芦. |寺弘F刀閉|吋乱|円置3同r~聖~ll ' 、下〈地畝〉 合 (計畝〉 '十(II>.l楠 花畝〉 〈閥〉 (f.1=) 社民呼人吉〉開他
h亀主 I !I!!I陸地。 。絶主 l 6 0.41 82.8 回

001冊以上 6以上 大医管 " .. 14.2 出)4.5 23 461. ~記 5<.5 516.0 SJ7. ， 176.38 7.5 16 3， "92 1 

ド層
E 剖 -1C同 J-6 中経営 7 曲 18.1 泊 5.73 10.0 詔 5.7 <<.5 430.23 制6.~回 134，4 12.0 22 】，845 l 

小計 曲以上 3以上 111 1忽 認 31 893姐 33.01 841.za 開。 94o." 蝿J，' 310.a: 19.5 38 5，3J7 

W 130-国 .8-3 d、・E・ 1 ~ " 】9.2 却 3.' 3S.0i ~抑. 9 師。 誕副6.9 お.... 101.3 7，5 2 1011.09'2 

。 居

，. '" 
V 120-30 1.2-1.8 小・!tI 幻 138 35.21 272.33 ~ 281回 22<.6 506.4 s26回 155.47 11.2 912 

a、It 笥ト担 2-3 311 234 臼 41575.73 35.01 562.7 310.6 873.33: .13臼 描2，n 18.7! 561 341 2，00‘ 

明 1....却 '-1 2同I!!It 321 1~ 55.41 170.~ 5.01 165.6 293.1 ‘58.9 465.7 135.& 1‘z 3412.52! 国3 11 14 

fr 11 

¥1 n 10朱崎 6未満 抑制 ，. 1担 36.51 24.9 ".9 116.9 141.8 142，8; 3d.7 3，0 2.23 。 11 

小Z十 加来週‘ 1.2未満 571 31 91 91. 195.7 5，01 1剖 7 410α 臥)().7. ぽ渇 6 172・ 17.2 主化，. 国3 11 2 

唱・!tI地。 。非.戸 1・ 6I1 14 l[ 1.0 1.0 111，臼l2

合齢 1141 752 193 日 7・8鎚 156 811.600.7 創 9.，*，-凪四t，田5.'11 746刷 日 50 13416.白河 7.制4.51 .. 担

米
廠
村
は
京
山
鯨
路
唐
山
段
脅
各
荘
拍
の
南
一
二
筆
里
に
あ

る
宣
荘
鎮
か
ら
更
に
南
八
華
里
の
地
貼
に
位
置
し
て
い
る
。
膏

各
荘
(
地
方
市
場
)
及
び
宣
荘
鎖
(
原
始
市
場
)
は
、
東
河
棉
の

著
名
な
集
散
地
で
あ
る
。
米
廠
村
は
こ
の
宣
荘
鎖
に
属
す
る
典

型
的
な
棉
作
農
村
で
あ
る
。

一
般
の
華
北
農
村
と
同
じ
よ
う
に

高
梁
・
包
米
が
主
要
な
作
物
で
あ
っ

た
こ
の
村
落
に
棉
花
(
陸

@
 

地
棉
〉
が
栽
培
さ
れ
始
め
た
の
は
、
「
最
近
二
十
年
来
」
の
こ

と
で
あ
り
、
以
後
急
激
に
そ
の
作
付
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、

東
河
棉
推
康
の
歴
史
と
軌
を
一

に
し
て
レ
る
。
陸
地
棉
の
導
入

- 4 ー

と
と
も
に
村
落
経
済
の
商
品
経
済
化
が
進
行
し、

棉
花
を
販
貰

し
て
穀
物
を
購
入
す
る
に
至
る。

「生
活
必
需
品
の
市
場
及
び

集
市
へ
の
依
存
は
極
め
て
濃
厚
で
あ
り
:
・
:
:
:
棉
布
の
自
家
生

@
 

産
も
限
定
的
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
」

第

一
表
は
、
こ
の
米
廠
村
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
概
況
を

示
し
て
い
る
。

全
村
農
家
の
一
割
に
満
た
な
い
き
敵
(
三
郎
〉
以
上
の
畑
地

人
口
の
一
八
%
、

を
経
営
す
る
中
・
大
経
営
が、

所
有
地
の
五
一

%
、
耕
作
地
の
一
ニ
九
%
、
役
畜
の
歪
%
、
農
具
の
ニ
八
%
、

雇
傭
第

働
の
六
八
%
を
集
中
し
て
い
る
。
他
方
、
ニ
C

畝〈一

・
ニ
加
〉
未
満
の
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鮪 1表 (B) 米廠村金村概 況表(各層別百骨比〉

人口 土地所有 軍管面積 作付商慣
世苗所有同所

掛圃力の出入 副業

戸置

量〈R炉問所123|質出〈地...) 自itg】咋詰)弘〉棉 ( 花畝)1 I 十(i1I) 号入管)1号入管〉醐その抱|
〈顕) {件}

地主 I 1 1 . s 53 

E 
‘ 

9 7 29 15 29 7 21 剖 21 13 12 .5 25 

上 E
E 6 g 10 22 6 .. s 18 18 18 盟 16 23 田

，)， I十 .10 18 11 51 21 53 12 s9 .2 39 35 却 曲 15 

w 9 13 10 17 22 18 11 

中居

15 1. 15 

" 
17 . ，. 

611 

v 18 18 18 16 17 27 21 21 21 20 25 5 12 18 

d、 It 27 31 甜 担 22 35 坦 26 35 話 担 .2 5 謁 副

¥l 担 描 29 10 3 10 調 19 18 19 26 25 調 6 251 43 

下層

咽 22 16 19 1 2 1. 6 5 s s 4 担 33 

，j、計 田 .2 48 11 3 12 同 25 23 25 31 29 12- 6 1 25 16 

咽 12 8 7 . 1 1 23 

合計 1曲 1∞ 1同 1国 1∞ 1伺 3国 l∞ 1曲 1曲 1回 1曲 1回 1国 1佃 2曲

第 1褒 (C) 米 廠村全村儀況表 〈一戸宮'1'均〉

人口 土地新有 IIE 膏薗割 作付面輯

E所(JA布、

開働力の出入 副聾 '

戸圃
圭本能力関 吋晶|円27| 自i型畝)小作〈地.，，)1 (畝〉|捕 t花i1I計f畝)

量具所(件有) 
号入管1号入管 幌帥 その他

地主 1 1 6 0.4 82.8 82.8 

E • 1 16 3.55 1揖.，. 5.75 115.担 13.63 129.但 ".1 134.29 2曲

‘ 
873 

上置

E 7 9，1 2.田 55.53 1.43 55.1 6.36 61.46 19.21 63.16 1. 71 3.14 263.57 

卒均 11 12 2.94 81.21 3 17.03 9 面白 28.26 89.41 1.77 3.45 岨5.18

w 10 9.6 1.92 却.祖 3.5 泊四 8.6 調.69 10.73 調 67 O.7S 2.3 1 1国.2

中睡

v 21 6.57 1.曲 12.97 13.42 10.7 24.12 7.' 25.国 0.54 1.57 16.1 43.45 

平均 担 7.55 1.75 18.57 1.13 18.15 曲目 担.11 8.48 29.47 0.6 1.81 11.23 創価

W 担 6.16 1.73 5.34 0.16 5.18 9，16 14.34 .. .. 14苗 0.45 1国 79.03 15.72 

下層

咽 25 ..曲 1.46 2 1・ ..曲 5.曲 1.47 5.71 0.12 0.2 回.2

'1'均 51 5.6 1.61 3.43 0.09 3.35 7.19 10臼 3.03 10曲 0.3 0.68 83.'49 8.田

咽 14 4描 1.01 0.07 0.07 0.07 107盟

卒均 11. 6.6 1.691 15.34 1 1.担 14.叫 1.191 21.231 6.臼 21.98I 0.49 I 1.旭町，町田.81
I 

- 5 ー
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零
細
経
営
は
人
口
の
四
二
%
、
戸
数
の
き
%
を
占
め
な
が
ら
も
、
所
有
地
の
二
%
、
耕
作
地
の
二
五
%
(
そ
の
六
八%
は
小
作
地
)
、
役
畜
と
農
具
の
=
一
。

%
を
所
有
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
下
層
農
民
H
零
細
経
営
の
更
に
下
に
は
、
土
地
所
有
と
農
業
経
営
か
ら
追
い
立
て
ら
れ
た
八
%
の
村
民
が
最

低
以
下
の
生
活
に
瑞
い
で
い
る
。
上
下
雨
層
に
は
さ
ま
れ
た
小
経
営
農
家
は
、
卒
均
し
て
自
作
地
ニ
O

畝
、
小
作
地
一
口
畝
を
合
わ
せ
て
一
言
畝
(
一

・

八
初
)
を
経
営
し
て
お
り
、
人
口
以
下
の
各
要
素
と
も
き
J
g
%
と
相
似
た
割
合
で
所
有
し
、
ま
た
附
労
働
力
の
出
入
の
最
も
少
な
い
階
層
で
あ
る
。

以
上
の
各
生
産
手
段
の
分
配
の
不
卒
等
は
、
上
下
雨
層
で
質
的
に
異
な
っ
た
経
営
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
上
下

雨
層
へ
の
農
民
居
の
分
解
こ
そ
が
、

」
の
生
産
手
段
の
所
有
の
不
均
等
を
抜
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

下
層
の
農
民
は
五
J
六
人
家
族
で
一
一
語

の
自
作
地
と
七
畝
の
小
作
地
を
合
わ
せ
て
一
O

畝
を
耕
作
し
て
い
る
が
、

そ
の
零
細
な
規
模
の
農
業
経
営
で
は
傍
働
力
は
過
剰
と
な
り
、

か
っ
そ

の
農
業
所
得
の
み
で
は
勿
論
生
活
で
き
ず
、
農
外
務
働
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
で
に
宇
ば
農
業
経
必白
か
ら
の
離
脱
を
強
要
さ
れ
て
い
る

こ
の
層
は
、
同
村
の
主
な
制
労
働
力
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
る
。
彼
等
の
未
来
は
一
四
戸
の
無
経
営
戸
即
ち
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
が
示
し
て
い

る
。
こ
の
封
極
に
は
、
こ
れ
ら
の
牢
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
の
大
量
の
存
在
を
土
蓋
と
し
た
上
層
の
中
・
大
経
営
が
存
在
し
て
い
る
。
彼
ら
は
三
人

七
甘
畝
の
自
作
地
と
九
畝
の
小
作
地
を
合
わ
せ
た
八
六
畝
(
中
層
の
三
倍
・
下
層
の
八
倍
)
を
経
営
し、

- 6ー

の
家
族
と
五
0
0
人
日
の
雇
傭
第
働
に
よ

っ
て、

ニ
一
政
の
役
畜
と
=一
・
五
件
の
大
農
具
を
所
有
し
て
い
る
。

勿
論
、

下
層
の
放
出
す
る
傍
働
力
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
上
層
に
吸
牧
さ
れ
る
。
小
経
営

の
零
細
経
営
へ
の
時
化
、
零
細
経
営
の
波
落
、
上
層
の
中
・
大
経
営
へ
の
経
営
地
の
集
中
が
こ
の
第

一
表
か
ら
の
結
論
で
あ
る
。

以
上
の
農
民
層
分
解
を
ま
ず
農
家
の
所
得
経
済
面
か
ら
考
察
し
よ
う
。
農
家
各
階
層
聞
の
生
産
手
段
配
分
の
不
均
等
|
|
経
営
規
模
の
大
き

な
へ
だ
た
り
は
、
農
家
所
得
の
絶
封
額
の
相
違
と
と
も
に
、
そ
の
所
得
様
式
の
相
違
を
生
み
出
し
て
い
る
。

る
が
、
こ
れ
は
先
の
生
産
手
段
の
分
配
に
ほ
ぼ
針
醸
し
て
い
る
。

全
村
所
得
二
高
六
千
元
の
三
四
%
は
上
層
、
三
一
%
は
中
層
、
三
一
%
は
下
層
、
残
り
の
四
%
が
無
経
営
の
一
回
戸
と
一戸
の
地
主
と
に
配
分
さ
れ
て
い

上
層
か
ら
順
に
克
己
元
、
ユ
否
元
、
一
回
O

元、

一
戸
賞
所
得
を
み
れ
ば

六五
一元

と
甚
し
い
格
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
階
層
を
更
に
細
か
く

E
か
ら
唖
層
ま
で
区
分
し
て
み
る
と
、

E
と
W
、
V
と
羽
、
刊
と
咽
と
が
相

似
た
値
を
示
し
て
お
り
、

一
見
経
営
面
積
に
よ
る
階
層
直
分
に
凝
聞
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
所
得
の
内
容
を
み
れ
ば
解
決
す
る
。
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E
と
N
と
で
は
農
業
粗
所
得
に
大
き
な
へ
だ
た
り
が
あ
り
、
経
営
規
模
の

相
違
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
規
模
の
相
違
は
文

E
と
E
と
の
聞
に
お

い
て
著
し
い
。
一
C
C
畝
を
富
農
の
経
営
規
模
の
限
界
と
し
て
、
き
J
一c
c
畝
の

@
 

経
営
に
富
農
範
鴎
を
求
め
よ
う
と
す
る
大
上
氏
の
所
設
と
は
異
な
り
、
米

廠
村
で
は
確
か
な
富
農
範
時
は

一C
C
畝
以
上
の
大
経
営
に
求
め
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

V
と
羽
と
で
は
生
活
水
準
は
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
農
家
所
得
に

占
め
る
農
業
所
得
の
割
合
(
農
業
所
得
率
〉
が
八
七
%
、
実
%
と
大
巾
に
異
な
っ

て
い
る
。

V
で
は
農
家
所
得
の
来
源
は
主
と
し
て
農
業
で
あ
る
が
、
w
n
で

は
副
業
、
勝
賃
牧
入
等
の
農
外
所
得
が
農
業
所
得
に
匹
敵
す
る
ま
で
に
至

- 7一

っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
刊
に
な
る
と
急
速
に
強
ま
り
農
業
所
得
率
は
一
三

%
に
低
下
す
る
。
こ
の
層
は
主
と
し
て
被
雇
務
働
・
副
業
牧
入
に
依
存
し

て
お
り
、
事
賓
上
の
経
営
を
も
っ
雇
農
で
あ
る
。
我
々
は
生
活
水
準
(
所
得

額
〉
で
は
な
く
て
経
皆
様
式
に
よ
っ
て
農
民
を
区
分
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
農
業
粗
所
得
に
占
め
る
棉
作
粗
所
得
を
考
察
し
た
い
。
棉
作
地

は
同
村
の
作
付
地
の
き
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
棉
作
粗
所

得
の
農
業
粗
所
得
に
占
め
る
割
合
は
同
村
全
鐙
で
ほ
ぼ
否
切
に
達
し
て
お

り
、
同
村
を
棉
作
単
一
経
営
村
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
品
先
皐
の
研

究
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
米
廠
村
に
お

け
る
棉
作
粗
所
得
の
比
重
は
、

V
-
W
H層
ほ
ど
高
い
の
で
あ
る
か
ら
「
貧
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一
つ
に
は
そ
の
南
極
た
る

E
-
E屠
と
四
屠
と
で
漸
減
し
て
い
る
鮎
か
ら
す
れ

一
般
的
に
「
貧
農
型
」
と
主
張
す
る
だ
け
で
は
な
お
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
又
、
二
つ
に
は
各
経
営
内
部
に
お
け
る
棉
作
の
比
重
と
い
う
ミ

ク
ロ
な
覗
野
を
も
う
少
し
康
げ
て
、
岡
村
全
世
に
お
け
る
棉
花
生
産
量
を
観
察
す
れ
ば
、
上
層
の
棉
作
地
は
全
棉
作
地
の
回
ニ
%
を
占
め
、
そ
の

産
量
は
同
じ
く
四
一
%
を
占
め
て
、
中
層
の
霊
%
、
下
層
の
エ
四
%
を
し
の
い
で
い
る
。
同
村
の
棉
作
の
主
要
な
措
い
手
は
上
層
で
あ
る
|
「
富
農

経
営
型
」
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。
一
般
に
棉
花
翠
作
地
帯
で
は
、
そ
の
棉
作
を
「
貧
農
型
」
、
「
富
農
型
」
と
区
分
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

ば 農
型
」
と
い
っ
て
も
必
ず
し
も
誤
り
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、

あ
り
、
あ
る
い
は
中
農
ほ
ど
棉
作
の
比
重
が
低
い
と
い
う
想
定
を
行
な
う
こ
と
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

一村、

一
地
域
あ
げ
て
の
商
業
的
農
業

化
の
進
行
は
、
農
民
経
営
の
上
層
と
下
層
と
で
異
な
っ
た
種
類
の
棉
作
鰹
営
を
生
み
出
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

下
層
農
家
で
は
、
農
業
粗
所
得
に
お
け
る
高
い
棉
作
粗
所
得
と
、
農
家
所
得
に
お
け
る
低
い
農
業
・
棉
作
所
得
U
そ
れ
を
補
う
務
賃
牧
入
と

い
う
、
小
商
品
生
産
者
的
性
格
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
性
格
と
の
複
合
が
み
ら
れ
る
。
一
方
そ
の
劃
極
で
は
大
規
模
な
商
業
的
棉
作
経
営
が
み
ら

れ
る
。
そ
の
中
間
の
中
層
で
は
、
高
い
農
業
所
得
率
と
高
い
棉
作
粗
所
得
率
と
い
う
小
規
模
な
商
業
的
棉
作
経
営
(
小
商
品
生
産
)
が
支
配
的
で

あ
る
が
、
そ
の
一
部
は
上
層
へ
、
大
多
数
は
下
層
へ
と
分
解
し
つ
つ
あ
る
。

-8-

ω 
棉
作
経
営
分
析

前
節
で
は
『
第
二
次
翼
東
農
村
寅
態
調
査
報
告
書
』
の
全
戸
調
査
を
整
理
し
て
、
上
中
下
各
層
に
お
け
る
相
異
っ
た
棉
作
経
営
を
と
り
出
し

た
の
で
あ
る
が
、
更
に
詳
し
く
棉
花
が
各
階
層
農
家
に
ど
の
よ
う
な
性
質
の
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
、
翌
年
の
『
農
家

経
済
調
査
報
告
』
に
よ
っ
て
追
求
L
た
い
。
嘗
然
環
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
下
層
と
上
層
と
で
は
棉
作
利
盆
の
性
格
の
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

第
三
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。

-中
下
屠
で
は
そ
の
狭
い
作
付
地
に
多
量
の
農
業
務
働
力
を
投
入
し
て
お
り
(
中
層
で
一
畝
一
瞥
り
一
五
・
穴
日
、
下
唐
で
一
七
・
玄
日
)
、
そ
の
結
果
と
し
て

棉
作
利
盆
の
大
半
は
家
族
農
業
勢
賃
見
積
額
ハ
必
要
勢
働
部
分
)
の
賞
現
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
諸
先
皐
が
零
細
経
営
に
商
品
作
物
栽
培
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第 3表棉作経営表

主 産 l物(賓棉) 815.7闘

棉作 粗 放 盆 858.8 て l
部門経営費 417.8(49%) I部門純牧盆 必1(51%) I 

努賃(40%)IH開 (4協 )1 ， / |部門資本純牧盆m オ

小作料 0.7% 部門家族努賃見積 62.3

|部門資本利子見積270.4/'" / 

家族努働報酬 170.6

|資本利子見積 / t /小 1108.4

家族勢賃見積II部門企業利潤

部門生産費用 750.4 

賞棉生産費用 707.3 金牧粗物産
|
凶

上 層 中 屠 下 層

棉花作付面積(畝) 45.80 22.95 8.34 

1畝蛍り 賓 棉 牧 量〈斤〉 113.5 107.6 119.4 

努 {動 日 数(日〉 11. 4 15.6 17.5 

部門粗牧盆(圃〉 18.75 18.12 16.54 

経 管 費(園〉 9.12 14.07 11. 08 

京市 攻 盆〈園〉 9.63 4.05 5.46 

家族労賃見積 (国) 1. 36 3.23 6.27 

家族労働一日嘗報酬〈圏〉 0.33 0.01 0.21 

純 牧盆 、率 く%) 51 22 33 

寅 棉 生 産 費〈圃〉 13.6 18.7 14.9 

100斤嘗り 販 寅 僚 格〈園〕 15. 7 15.8 12.7 

所 得(圃〉 2.1 -2.9 -2.2 

1畝賞り 経営費内需肥料(圃〉 3.6 6.9 5.0 

雇傭労賃(倒〉 3.8 3.8 1.6 

{乍 料(園〕 0.06 1.9 • 3.0 

註経替分析の方法は， w昭和12年度農家経廃調査報告』および前掲『農家の経轡診断入門』に従

う。

一出所前掲『昭和12年度食家経済調査報告』農家経済調査別表よち算出。

- 9ー



554 

が
普
及
す
る
動
機
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
上
層
の
利
金
の
大
半
が
家
族
労
賃
見
積
額
で
は
な
く
、

そ
れ
を
上
回
る
部
門
資
本
純
牧
盆
(
剰
徐
努
働
部
分
)
の
寅
現
に
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
家
族
労
働
よ
り
も
雇
傭

州
労
働
を
使
用
し
て
棉
花
栽
培
を
行
な
う
以
上
、
少
量
の
家
族
労
働
に
み
あ
う
務
賃
部
分
の
貫
現
で
満
足
で
き
な
い
の
は
嘗
然
で
あ
る
。
大
規
模

な
商
業
的
農
業
経
営
の
本
質
が
剰
徐
債
値
生
産
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
富
農
作
物
か
貧
農
作
物
か
の
農
業
経
営
面
に
お
け
る
分
岐

貼
は
、
家
族
傍
賃
見
積
額
の
質
現
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
部
門
資
本
純
牧
盆
の
寅
現
の
是
非
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
米
廠
村
に
お
い
て

こ
の
雨
傾
向
が
併
存
、
競
争
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
資
本
純
牧
盆
の
寅
現
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

@
 

表
に
み
ら
れ
る
如
く
、
生
産
物
(
賓
棉
一

8
斤
嘗
り
〉
の
販
責
債
格
で
上
下
両
層
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
相
違
が
な
い
以
上
、

い
て
の
み
剰
徐
債
値
の
寅
現
、が
可
能
で
あ
る
根
擦
は
、
ま
ず
第
一
に
上
層
の
経
営
内
部
の
要
因
に
1

1
中
下
層
と
比
較
し
た
場
合
の
上
層
の
中

・
大
規
模
経
営
の
生
産
力
的
優
位
に
|
|
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
中
下
層
に
劃
す
る
地
代
枚
奪
、
高
利
貸
付
け
等
の
経
営
外
的
要
因
の
み
に
よ

っ
て
中
下
層
農
民
の
混
落
を
説
明
す
る
仕
方
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。

上
着
に
お

上
層
で
は
中
下
屠
に
比
べ
て
純
牧
盆
率
が
高
く
、
大
規
模
経
営
の
有
利
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
寅
棉
生
産
費
の
低
下
を
も
た
ら
し
、

更
に
土
地
・
農
具
を
借
入
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
-
切
の
農
業
資
本
の
利
子
(
年
利
也
分
草
原
5

と
家
族
第
賃
見
積
額
を
純
牧
盆
か
ら
さ
し
ひ
い

た
場
合
に
も
利
盆
(
部
門
企
業
利
潤
〉
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
層
で
部
門
資
本
純
政
盆
の
質
現
が
困
難
で
あ
り
、
下
層
で
家
族
第

賃
見
積
額
の
質
現
さ
え
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
と
も
に
純
牧
盆
率
の
低
さ
に
起
因
し
て
い
る
。
一
畝
嘗
の
勢
働
と
肥
料
の
投
下
額
の
大
き
さ
の

割
に
は
寅
棉
の
牧
量
は
少
な
い
。
陸
地
棉
の
導
入
は
、
小
経
営
生
産
力
設
展
の
契
機
と
は
な
り
得
ず
、
興
え
ら
れ
た
諸
篠
件
の
も
と
で
は
、
中

@
 

下
層
の
小
経
営
・
零
細
経
営
の
生
産
力
が
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
レ
る
。

第
四
表
は
棉
作
経
営
を
含
め
て
農
業
経
営
全
韓
に
つ
い
て
の
経
営
分
析
の
結
果
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
棉
作
部
門
経
営
に
お
い
て
把

え
ら
れ
た
諸
傾
向
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
経
営
と
比
較
し
た
場
合
の
大
経
営
生
産
力
の
優
位
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
で
は
大
経
営
の

⑪
 

優
位
は
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
生
産
性
指
標
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
各
項
に
お
い
て
い
ず
れ
も
上
屠
は
中
下

- 10ー
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第 4表農業糧管表

経営面

作付面積

綿花

高梁

積〔畝〉

(作付率〉

(棉作率〉

〈高梁作率)

農業粗 l佼盆(園〉

経営費

純収盆

農業家族労賃見積〈園〉

資本純枚盆

資本利回リ

農業家族労働力純牧主主

農業家族一日嘗報酬

農企業利潤

耕地 10畝嘗農業純牧盆

家族農業労働力一日嘗牧盆

農業資本 100闘賞牧盆

農業純牧盆率(%)

農業純生産(園)

努{動生産性

土地生産性

資本生産性

|上 麿 |中

88.89 

92.47(104%) 

45.80 (50%) 

26.79 (29) 

1408.6 

727.4 

681. 2 

124.2 

557.0 

0.0823 

174.1 

0.63 

49.8 

76.6 

2.5 

10.1 

48 

1071.3 

0.94 

12.05 

0.50 

註 1. 経営分析は第 3表と同僚である。

居|下

33.72 

34.85(104) 

22.95 (66) 

8.05 (23) 

467.3 

351. 7 

115.6 ! 

121. 2 

34.3 

0.4 

5.9 

25 

280.9 

0.49 

8.33 

0.41 

麿

12.50 

13.00(104) 

8.34 (64) 

2.06 (16) 

176.7 

112.3 

64.4 

81. 4 

23.7 

0.13 

51. 5 

0.4 

11. 9 

36 

111.6 

0.45 

8.93 

0.38 

2. 昭和12年の農家経済調査の封象は14戸である。上暦は5戸の卒均，中暦は4戸，下層は5戸

の卒均である。第1・2表の金村農家の階層区分によれば，上暦はE暦，中層はW暦，下唐

はvl暦に該蛍する。

3. 農業純生産とはほぼv+m部分に相嘗するもので，純牧盆(家族労賃見積額+資本純牧盆)

と雇傭労賃(賄支給額を含む)との和である。土地生産性とはそれを経営面積で除したもの，

労働生産性とは年間農業労働日駁(家族労働日1徴+雇傭労働日厳)で除したもの，資本生産

性とは農業資本財資本領て・除したものである。(前掲『農家の経営診断入門J164ー-5頁。)

出所第3表に同じ。
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居
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
勢
働
生
産
性
指
標
が
中
下
屠
で
牟
滅
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
一
一
畝
嘗
り
傍
働
投
下
量
の
高
さ
と
つ
き
合
わ

せ
れ
ば
小
経
営
・
零
細
鰹
替
の
第
働
力
の
濫
費
を
示
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
下
層
に
お
け
る
農
業
務
働
力
の
浪
費
は
そ
の
棉
作

経
営
の
避
け
難
い
矛
盾
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

棉
花
栽
培
が
華
北
の
他
の
作
物
に
比
べ
て
多
量
の
第
働
力
を
吸
牧
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
責
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
棉
花
は
そ

の
生
育
期
間
の
長
さ
に
よ
っ
て
小
褒
と
競
合
す
る
。
た
め
に
棉
作
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
多
作
の
小
褒
の
作
付
が
不
可
能
と
な
り
必
然
的
に
二

年
三
毛
作
が
解
穫
さ
れ
る
|
|
米
廠
村
の
作
付
率
は
一
口
四
%
、
一
年
一
作
に
轄
化
し
て
い
る
|
|
こ
れ
は
多
期
の
農
業
務
働
の
機
舎
を
失
う
こ

と
を
意
味
し
、
勢
働
の
年
配
分
を
偏
在
化
さ
せ
る
。
更
に
棉
花
の
生
育
期
間
の
中
で
も
七
・
八
月
の
中
耕
・
除
草
、
九
・
十
月
の
牧
穫
期
に
一

度
に
大
量
の
勢
働
力
を
吸
牧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
献
労
働
力
の
卒
均
的
使
用
を
不
可
能
に
す
る
。
小
経
営
に
お
け
る
棉
作
そ
れ
自
睦
が
務
働
力

の
吸
牧
の
機
曾
を
横
大
す
る
一
方
で
、
そ
れ
を
空
費
す
る
機
舎
を
も
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

ま
た
大
経
営
に
比
べ
て
農
業
資
本
(
農
具
・
家
畜
)
の
不
足
が
、
人
間
鉱
労
働
自
身
に
よ
っ
て
代
位
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
に
、
勢
働
力
の

浪
費
が
引
き
起
さ
れ
る
こ
と
は
、
服
部
満
江
氏
に
よ
り
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
知

一
方
、
上
層
で
は
年
間
農
業
組
傍
働
日
数
の
蓋
%
が
雇
傭
第
働
で
あ
り
、
家
族
傍
働
力
は
農
繁
期
に
お
い
て
も
月
に
一
口
目
前
後
し
か
使
用
さ

れ
ず
、
農
業
務
働
か
ら
の
離
脱
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
屠
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
年
工
の
第
働
日
数
は
米
廠
村
に
お
い

て
最
も
高
い
値
を
示
し
、
五
月
か
ら
一

O
月
ま
で
の
半
年
卒
均
で
月
三
一
日
を
超
過
し
、
極
限
近
く
に
ま
で
横
大
さ
れ
て
い
る
。
中
層
で
は
家
族

努
働
力
が
月
ニ
O

日
を
超
え
る
の
は
、
七
月
の
み
、
そ
の
年
工
で
は
九
、
一

O
月
の
二
カ
月
で
あ
っ
て
、
南
者
と
も
牢
年
卒
均
を
と
れ
ば
月
号
日

を
下
回
っ
て
い
る
。
下
層
で
は
月
号
日
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
中
層
に
比
べ
て
も
か
な
り
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
に
は
、
働
き
た
く

と
も
そ
の
機
舎
が
輿
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
同
村
で
一
番
よ
く
働
く
の
ば
大
経
営
に
雇
傭
さ
れ
る
年
工
で
あ
り
、
彼
ら
め
鉱
労
働
日
の
長
さ
が
大
経
営
の
鉱
労
働
生
産
性
の
高
さ
の

一
秘
密
で
あ
る
。
中
層
で
は
家
族
務
働
力
を
狭
い
耕
地
に
集
約
的
に
投
下
す
る
こ
と
に
よ
り
第
働
日
教
を
高
め
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は



第5雪量農家労働表

作付高志〉 努働目散〈日) 畝嘗努働(自 努働配卦(% 
日〉

棉花 45.回 521.98 11.40 46 

高梁 26.79 1拘 .74 7.12 17 

上包米 7.23 70.32 9.73 6 

藤 一梨 3.71 147.92 39.87 13 

耕雑 8.94 国.18 7.63 6 

屠農 雑 133.84 12 

E十 92.47 1132.62 12.25 1凹

被 庖 3.84 

合 計 1136.46 ¥00 

綿花 22.95 3国 92 15.55 _.62 

高 梁 8.05 51.44 6.39 9 
中包 米 2.00 19.15 9.臼 3 

説 梨 0.37 10.32 27.89 2 

耕 雑 1.48 9.15 6.18 1 

屠 E量 艇 113印 20 

n 34.85 団O.師 16.09 97 

被 雇 、 19.01 3 

合 、計 579.67 1舶

棉 11: 8担 r 146.14 17.52 59 

高 自E 2国 21. 94 10.65 9 
下包 米 1. 92 12.24 6.38 5 

競 Z臣 0.04 0.48 12.00 

緋雑 0.&1 2.36 3.69 1 

屠農 雑 47.98 20 

2十 13.00 231.14 17.78 94 

被 寵 14.84. 6 

~ it 245.98 100 

上 屠 中 居 下 層

家族全賞(人〉 12.0 7.25 

男 〈人〉 5.2 3.25 3.6 

女 〈人〉 6.8 4凹 2.8 

男子能力換算努働力車位 2.34 1.80 1.48 

雇傭労働者〈常雇) 4.4 1. 75 0.6 

年工 〈人〉 3.6 0.75 0.4 

月 工 〈人〉 0.8 1凹 0.2 

農家労働日般(日〉 1136.60 579.67 245，98 

家 族 276.68 お4.剖 195.78 

)"/; 雇 777.60 217.却 31.98 

臨時 82.32 77.85 18.22 

同 上% 100 100 1曲

家 官長 24 49 80 

'市 雇 69 羽 13 

臨時 ? 13 

5 月 8.44 17.79 

家 6 月 9. &1 18.11 13.65 
月

族 7 月 10.43 21. 41 15.62 
jJlJ 

努 8 月 12.40 17.99 15.03 

人 i両 9 月 12.04 13.74 12.08 

官 力 10 月 16.60 17.60 14.国

努 卒 均 11.59 17.77 14.20 

働
5 月 21師 17.2 6.0 

日
6 月 22.23 16.1 

般
5.0 

年 7 月 24.84 19.4 7.5 

ハE位日H 
8 月 24.59 18.9 7.3 

工 9 月 23.79 20.2 6.0 

10 月 25.79 20.8 7.0 

平均 23.73 18.n 6.47 

('t) 
F・4

ト
町
田

栓 1.ー男子能力lIi揮努働力111位は以下の革111で揮出した._1l_15o1!O.2.16-拍車0.7.2ト6Oi1H.6¥oI!-O.2. 
2 月別ー人省労圃目鼠の家銭努醐力には，男子能力換算努働力限位を慣用している.年工は，月工を雇情せず年工のみを持つ罷曹司平岡量宇である.これは月工の圃帽

期間カ可寸聞なためである.また下層の年工とは%工，;~工のいずれかであろう. r本村における常雇には藍工.MI. %工等あり，聾工とは昔掴町常雇I Y4. ~~工と

は4aO)i'!1自国いて 3日休岨は 4自の向2日闘いτZ自体む常肘玉ふJ(r昭和l碑隅軍艦問調3閥均即時，

幽所 前向『昭和12平底血寧値開同車報告j.
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第
働
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
ば
か
り
で
、
生
産
量
を
増
加
さ
せ
て
は
く
れ
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
棉
花
が
そ
れ
を

要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。
作
業
の
手
を
抜
け
ば
牧
穫
量
は
激
減
す
る
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
棉
花
は
上
品
な
作
物
な
の
だ
か
ら
。
下
層
は
中
層
以

上
に
第
働
集
約
的
農
業
を
営
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
な
お
彼
ら
の
努
働
力
は
過
剰
で
あ
る
。
こ
の
下
層
農
民
と
咽
層
の
農
村
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
が
上
層
の
大
経
営
に
吸
牧
さ
れ
る
。
彼
ら
は
そ
こ
で
棉
作
第
働
の
集
約
性
の
み
な
ら
ず
、
土
地
利
用
の
多
様
性
に
よ
っ
て
も
酷
使
さ
れ

る
。
大
経
営
の
も
と
へ
の
彼
ら
の
抱
携
は
い
ま
だ
な
お
主
と
し
て
形
式
的
で
あ
り
、
大
経
営
の
生
産
力
的
基
礎
は
、
雇
農
〈
年
工
〉
の
努
働
時
間

⑮
 

の
延
長
に
よ
る
絶
封
的
剰
儀
債
値
生
産
で
あ
る
。
試
み
に
剰
除
債
値
率
を
概
算
す
れ
ば
約
了
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
陸
地
棉
作
の
導
入
が
、
大
経

営
に
お
い
て
も
俸
統
的
農
法
を
十
分
に
獲
草
し
て
い
な
い
こ
と
に
劉
麿
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
植
民
地
・
牢
封
建
祉
舎
に
お
け
る
低
賃
金
算
働

力
の
大
量
の
農
村
沈
、澱
が
、
一
方
で
は
大
経
営
の
務
働
力
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
こ
の
低
賃
金
鍔
働
自
慢
が
大
経
営
の
技
術
的
進

歩
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
新
土
布
業
の
分
析
に
お
い
て
、
巌
中
卒
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た

@
 

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

-14 -

同

農
民
屠
分
解
の
進
行
過
程

(
A
)

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
我
々
は
棉
作
農
家
の
経
営
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
そ
こ
で
は
同
じ
棉
花
の
栽
培
が
上
層
農
家
に
は
よ
り
大
き

な
利
盆
を
も
た
ら
し
、
中
下
層
農
家
に
は
家
族
第
賃
部
分
に
み
あ
う
よ
り
少
な
い
利
盆
し
か
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

棉
作
農
家
各
階
層
聞
の
生
産
力
格
差
』
|
|
競
争
は
必
然
的
に
農
民
屠
の
分
解
を
ひ
き
お
こ
す
。
第
六
表
は
こ
の
様
子
を
示
し
て
い
る
。
一
九
三

七
年
度
は
上
中
下
三
屠
と
も
所
得
が
家
計
費
を
下
廻
り
、
農
家
経
済
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
中
層
で
は
農
家
所
得
は
家
計
費
の
牢
分
も

下
層
で
は
一
八
%
が
食
い
つ
ぶ
さ
れ
た
。
上
層
は
な
お
現
献
を
維
持
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
一

g畝
以
上
の
大
経
営
一
一
戸
の
黒
字
が
き
J
一
c
c
畝
の
中
経
営
宮
一
戸
の
赤
字
を
相
殺
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

@
 

「
米
廠
村
一
九
三
七
年
度
は
主
に
護
芽
時
の
皐
魁
と
生
育
最
盛
期
の
降
雨
過
多
に
よ
る
減
放
に
伴
ふ
粗
牧
盆
の
滅
少
」
し
た
不
作
の
年
で
は

ま
か
な
え
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
農
家
財
産
は
中
層
で
士
一
%
、



559， 

第 6表農家 i 経済表

層 |中 居 |下 層

(1)財 産 開 係

資 産(闘〉 7971. 559 ， 2474.138 724.183 

負 債(圏〉 140.916 106.289 161. 800 

員オ 産(圏〉 7830.643 2367.849 562.383 

固定資産率 C%) 88 83 80 

土地資産率 C%) 68 69 59 

流通資産率 C%) 5 9 8 

負 債 率 C%) 2 4 22 

家族員一入賞農家財毒(圏〕 652.554 326.6 87.872 

農家財産増加率 C%) -0.3 -12 -'18 

(2}農 家所得関係

農 家 所 得(園〉 806.1 200.409 157.07 

家族員一入賞農家所得(園) 67.175 27.642 24.542 

家 族努働報酬(園) 216.988 33.537 118.699 

農業所得率 C%) 85 58 41 

(3)家 計 費 開 係

家家指家家族計員計費負一費強充入賞家家計族費負 〈囲〉
827.723 486.234 258.610 

(園〉 68.977 67.067 40.408 

足率(A) C%) 97 41 61 

家計費充足率但) C%) 82 24 25 

農家経済官余剰(園〉 一21.624 -285.825 -125.652 

註 1. 家計費充足率 (A)は農家所得÷家族負猪家計費x100 同(B)は農業所得ム家族負鎗家計

費x100である。

2. 分析方法は第 3，4表に同じ。

出 所 『昭和12年度農家経済調査報告』

- 15ー



第 7表土地購入表(車位畝〉

i地主/9.2/ / / 7.01 i / _1  l:d 
51 1， 5い上 E

d 計 | ;;ム:::;(6 5J1 ! 5J0J1 2;;:::jj ::::;:::;( :;::; :::::;::;:;;;二ニ(;11工工:;:工ニ;;:ニ::; :; 5 

層 E

6.9 

層 w

小計

- 16ー

560 

現在
0/ 

/0 1所有地

310.4 

39.571 



「
同
地
方
同
年
度
に
於
け
る
が
如
き
皐
魅
或
は
水
害
は
北
支
の
自
然
燦
件
に
て
は
か
な
り
頻
繁
に
訪
れ
る
程
の
も
の
で
ーあ

る
こ
と
よ
り
し
て
、
こ
の
低
劣
な
る
農
業
経
営
牧
盆
は
特
別
に
低
い
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
い
づ
れ
の
場
合
に
も
小
経
営
は
大
経
営
群
よ
り

遁
か
に
少
い
牧
盆
し
か
得
ら
れ
な
い
が
ー
一
度
こ
の
程
度
の
恵
ま
れ
ざ
る
傑
件
に
遭
遇
す
れ
ば
j
i
-
-
小
経
営
群
:
:
:
が
経
営
の
大
な
る
も
の

⑮
 

よ
り
も
、
経
営
面
積
の
大
き
さ
を
度
外
現
し
で
も
、
即
ち
皐
位
面
積
嘗
り
に
於
て
も
、
向
牧
盆
の
少
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
一

九
三
七
年
度
の
経
営
責
績
か
ら
は
、
大
経
営
の
前
進
、一
C
O
畝
以
下
の
諸
経
営
の
衰
退
、
特
に
中
層
の
顕
著
な
浪
落
の
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。

我
々
は
米
廠
村
の
農
家
を
経
営
規
模
の
相
違
に
よ
っ
て
、
上
層

(
E
-
E
)
、
中
層

(
W
-
v
u
、
下
層

(
W
-
w
u〉
、
も
し
く
は
大
・
中
経

営
、
小
経
営
、
零
細
経
営
と
い
う
ふ
う
に
分
類
し
て
き
た
。
し
か
し
、
大
・
中
経
営
(
と
く
に
一

8
畝
以
上
の
大
経
省
H
E層
)
に
お
け
る
雇
傭
第

働
は
依
援
す
る
大
規
模
な
商
業
的
棉
花
生
産
、
そ
の
経
営
の
他
の
諸
経
営
か
ら
隔
絶
し
た
有
利
さ
、
剰
除
債
値
り
質
現
等
々
の
貼
か
ら
し
て
、

そ
れ
を
富
農
経
営
と
規
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ニ
O
Jき
畝
の
中
層
小
経
営
農
家
は
そ
の
家
族
制
労
作
的
経
営
と
農
家
所
得
に
占
め
る
農
業
所
得

空
回
向
さ
か
ら
し
て
、
中
農
と
規
定
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
き
畝
以
上
の
経
営
に
お
い
て
も
相
封
的
に
劣
悪
な
経
営
内
容
を
も
ち
、
大
家
族
の
家

⑫
 

族
第
働
力
に
依
存
す
る
経
営
は
富
農
で
は
な
く
中
農
範
時
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
又
こ
の
逆
に

W
層
の
一
部
に
は
富
農
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ

@
 

る
o
z
c
畝
未
満
の
農
家
は
、
農
外
牧
入
(
労
賃
牧
入
)
へ
の
依
存
の
高
さ
か
ら
し
て
、
農
業
経
営
を
も
っ
雇
農
H
牢
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
日
貧
農

wm
層
の
第
二
種
粂
業
農
家
(
段
外
牧
入
が
農
業
枚
入
を
超
え

あ
る
が
、
し
か
し
、

- 17一

と
考
え
ら
れ
る
が
、

る
)
た
る
農
民
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
に
細
区
分
さ
れ
よ
う
。

w層
の
第
一
種
粂
業
農
家
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
農
民
と
、

同

農
民
層
分
解
の
準
行
過
程
〈
B
)

近
二
十
年
来
、
棉
作
の
普
及
に
つ
れ
て
富
農
の
も
と
へ
の
土
地
集
中
が
進
行
し
た
。
第
七
表
は
こ
の
様
子
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

約
四

0
年
間
に
全
村
農
家
所
有
地
の
三
一
%
が
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
村
の
土
地
所
有
が
か
な
り
激
し
い
襲
動
の
中
に
あ
る
こ
と
を
示

し
て
し
る
。
同
衰
を
年
度
別
に
親
察
す
れ
ば
、
購
入
地
の
七
八
%
が
近
二

O
年
来
の
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
一

O
年
来
の
購
入
地
が
五
三
%
で
あ

.561 



川
目
白
出

第8表 (A) 貸 借 関 係 表 (車位 元〉

債 務 戸 敏 全村債務 一戸嘗債務 債各類務層額別分の 村外 から の借 入
借に割入合占綿め額る

債務戸〈日徴)金す戸るに封% 債務額返済額未返済額 ず募|野に勢 責各娃宣荘銀河頭鎖稽地銀柔の他 羽合計
% 

上 E 2 50 880 200 ωo 440 37 8 4∞ 280 680 77 

層 E 3 43 1，850 1，744.88 278 616.6 110 17 1，100 100 1，2ω 65 

小計 5 45 2，730 1，944，88 958 546 69 25 1. 100 400 380 1，880 69 

中 W 6 60 1，606 156 1，579 267.6 67 15 180 167 2∞ 547 34 

屠 V 11 52 1，092.2 2ω.84 1，009.1 99.11 53 10 190 44 78.7 355 667.7 61 

小計 17 55 2，696.2 364.84 2，回8.1 158.6 62 25 190 224 167 78，7 555 1，214.7 45 

下 VI 11 34 3，044.3 409.12 3，∞5.6 276.71 157 29 30 255 32 102.5 541. 1 961 32 

居 四 10 40 1，314 86.17 1，387.18 131.4 145 12 60 60 30 9 427 586 45 

小計 21 37 4，お8.3 495.29 4，392.78 207.54 150 41 90 315 62 111.5 968.5 1，547 36 

明 6 43 921. 35 78.6 1，054.25 153.56 239 9 202.1 “5 
867.1 94 

合計 49 43 10，705.85 2，883.61 8，鈎3.13 218.49 97 1∞ 280 1，841.1 629 190.2 2，弱8.55，508.8 51 

。。
..... 



第8表 (B) 貸借関係表(単位元〉

同
申
出

借 入 形 ， 態 借 入 時 期 (来返済分〉

父の代 22-26127-31 32 - !l6 計利子なし 典 利子付 利率〈年利〉 1917-21 

上 E 680 2∞ 2∞ 総0 680 

屠 E 、6∞ 1，250 年1割利4分-2.4 1∞ 178 278 

言十 680 8∞ 1，250 200 100 658 958 

中 w 397 1，∞4 205 2-2.4 670 324 590 1，鴎4

屠 V 266.5 490 333.7 2-3.24 410 37.5 561.6 1，009.1 
/ 

言十 663.5 1，494 538.7 1，080 361. 5 1，151. 6 2，593.1 

下 VI 433.3 1，640 971 2-3.6 120 347.5 832 1，227.4 478.92 3，005.82 

層 VII 2∞ 723 . 391 2-6 220 79.6 718.6 368.98 1，387.18 

計 633.3 2，363 1，362 340 347.5 911. 6 1，946 847.9 4，393 
、

VI 201 153.25 567.1 2-3.6 4∞ 5∞ 154.25 

合 計 2，177.8 4，810.25 3，717.8 740 547.5 2，491.6 2，407.5 2，811.75 8，998. 

5雪



唱
曲
目

第8表 (C) 貸借関係表〈寧位元)

貸 付 額
貸付額割合 借入額 末 返済額回 枚額 未回牧額 回枚率

幸u 子 典 無利子 計 A % B B/A 
一貸付額 一未回牧瀬

150 370 100 620 9 620 -620 620 

E 85 180 50 315 5 99.4 230.6 32 565 449.4 
上

屠
田 270 831 71:5 1.172.5 18 137 1.391 12 677.5 -1J1.3 

Z十 355 1.011 121. 5 1.487.5 2日3 236目4 1.621.6 16 1.242.5 一筋3.6

中
W 105 1.370 1.475 23 485 i， 043. 3 33 131 535.7 

麿 V 45 1.630.25 1.675.25 26 330 J. 395.25 19 585.05 認6.H

計 150 3.∞0.25 3.150.25 49 815 2.438.55 26 -454.05 149. 5~ 

下
W 410 760 3 1.173 18 12.5 1.163 1 1. 871. 3 1.842.6 

居 W 80 80 1 16 1J2 20 1.234 1. 275.11 

~t 490 760 3 1.253 19 28.5 1.275 2 3.105.3 3. 1J7. 7! 

10 10 22 91J.35 1.032.2! 

1.155 5.141.25 224.5 6.520.75 100 1.079.9 5，977.15 17 4，185.1 3.015.9， 

註 1. C表由典による貸付け由場合，各層の入奥地は以下の如〈である.土膚は50.錨九中唐は61畝・家屋l関学，下層は3畝・家屋13聞である.

2. 各喪とも包米5斗の現物による貸借が省略してある.

3. 米涯横領には刺子が脅まれるため，未認問額は債務領-~碕領とはー訴Lない.問機1<'.，未回牧額は貸付額と回牧額の差に一致しない，

出所前掲『統計鏑』第15費

日



ら
こ
と
は
、
同
村
に
お
け
る
陸
地
桶
作
の
普
及
過
程
と
一
九
三

0
年
代
の
農
業
恐
慌
の
影
響
と
を
反
映
し
て
い
る
。
購
入
階
層
別
に
観
察
す
れ

・

⑮
 

ば
、
富
農
の
購
入
地
が
全
鐙
の
五
七
%
を
し
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
一

g
畝
以
上
を
経
営
す
る

E
層
は
全
村
民
購
入
地
の
=
一
九
%
を
集
中
し
て
お
り
、

@
 

そ
れ
は
彼
ら
の
現
在
所
有
地
の
四
四
%
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

中
・
貧
農
の
混
落
は
単
純
な
土
地
喪
失
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
営
分
解
を
迂
回
し
て
貸
借
関
係
を
媒
介
と
し
て
も
進
行
し
た
。
そ
し
て
こ
の

過
程
に
は
、
奮
中
園
に
お
い
て
は
分
解
に
敵
劃
す
る
側
面
を
も
持
つ
と
こ
ろ
の
商
業
・
高
利
貸
資
本
も
亦
参
加
し
て
い
る
。
農
民
屠
の
分
解
は

現
買
に
は
は
る
か
に
複
雑
で
曲
折
し
た
過
程
を
辿
っ
て
い
た
。

第
八
表
は
米
廠
村
の
債
権
債
務
関
係
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
度
の
借
入
組
額
は
一
高
七
百
徐
元
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
如
何

に
膨
大
な
も
の
で
あ
る
か
は
同
年
の
農
産
物
生
産
高
と
比
較
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
第
二
表
に
よ
れ
ば
同
年
の
農
業
生
産
総
額
は
二
高

五
千
六
百
蝕
元
で
あ
る
か
ら
、
寅
に
そ
の
四
ニ
%
が
債
務
関
係
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
債
務
戸
数
も
亦
全
戸
の
回
ニ
%
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
年
内
返
済
分
は
わ
ず
か
二
千
九
百
元
弱
、
ニ
甘
%
に
す
ぎ
ず
、
九
千
絵
元
が
次
年
度
に
繰
越
さ
れ
て
い
る
。
階
層
別
に
考
察
す
れ
ば
、

借
入
割
合
は
富
農
一
五
%
、
中
農
ニ
五
%
、
貧
雇
農
き
%
と
借
入
は
ほ
ぼ
全
屠
に
亙
っ
て
い
る
が
、
特
に
wn
層
|
|
貧
農
上
層
に
集
中
し
て
い
る
。

そ
の
卒
均
所
得
と
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
額
と
な
り
、
特
に
貧
農

(
W
W屠
)
、
雇
一
農
(
凋
層
)

- 21ー

ま
た
債
務
戸
一
戸
嘗
負
債
額
は
卒
均
し
て
三
八
元
で
、

に
お
い
て
は
債
務
が
年
間
所
得
を
超
過
し
て
い
る
。

次
に
、
借
入
先
を
分
類
す
る
と
、
村
内
と
村
外
と
が
ほ
ぼ
措
抗
し
て
い
る
。
こ
れ
は
米
廠
村
に
お
け
あ
富
農
的
護
展
と
後
述
す
る
地
主
小
作

制
の
進
展
と
が
そ
の
経
済
支
配
を
二
分
し
て
い
る
の
に
劃
躍
す
る
興
味
あ
る
事
責
で
あ
り
、
又
債
務
関
係
が
一
面
に
お
い
て
分
解
の
進
行
を
妨

げ
、
地
主
小
作
関
係
形
成
の
一
前
提
と
な
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
村
外
債
権
者
を
地
域
的
に
区
分
す
れ
ば
、
米
廠
村
か
ら
宣
荘
鎮
を
経
て

膏
各
荘
姑
に
至
る
棉
花
流
通
経
路
上
の
諸
節
黙
に
居
住
す
る
商
人
等
が
村
外
債
権
の
ほ
ぼ
半
数
、
二
千
四
百
元
弱
を
貸
付
け
て
い
る
。
残
り
の

き
%
は
周
圏
の
諸
村
の
贋
汎
な
地
主
・
農
民
達
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
典
嘗
(
質
屋
〉
の
貸
付
け
は
微
弱
で
、

の
震
達
は
非
常
に
弱
句
。
富
農
-
一
部
の
中
農
は
主
に
村
外
よ
り
借
入
し
、

一
般
に
同
地
方
で
は
金
融
機
関

中
貧
農
は
村
内
の
富
農
・
中
農
よ
り
借
入
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

565 
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る
。
村
内
債
権
者
側
を
み
れ
ば
、
貸
付
け
の
主
種
は
地
主
'
富
農
よ
り
も
一
部
の
中
農
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
村
内
貸
付
け
の
四
八
%
を
措
嘗
し
て

い
る
。
貸
付
形
態
で
は
利
子
付
一
ニ
五
%
、
典
呈
%
、
無
利
子
無
捻
保
ニ
O
M
W

と
な
り
、
や
や
典
形
態
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
入
典
面
積
と
貸
付
額
と

の
関
係
か
ら
す
れ
ば
富
農
の
貸
付
け
で
は
や
や
典
形
態
が
多
く
、
逆
に
中
農
の
貸
付
け
で
利
子
付
形
態
が
多
い
。
一
部
の
経
済
的
に
徐
裕
の
あ

る
中
農
は
、
経
営
の
媛
大
よ
り
も
金
貸
し
に
闘
心
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

先
に
み
た
如
く
年
度
内
返
済
分
は
わ
ず
か
ニ
七
%
で
、
返
済
率
(
回
収
率
〉
は
非
常
に
低
い
。
こ
の
低
返
済
率
は
債
務
農
家
の
鰹
管
内
容
の
悪

化
(
た
と
え
ば
出
典
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
経
営
面
積
が
減
少
す
る
〉
に
よ
る
と
と
も
に
、
高
い
利
子
率
に
よ
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
る
。
地
代
が
地
債
の
一

割
以
下
で
あ
る
の
に
、
利
子
率
は
年
二
J
三
、
四
割
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
富
農
の
入
典
地
は
大
経
営
の
土
地
集
中
の
一
形
態
で
あ
り
、
こ
の

場
合
に
は
中
貧
農
の
土
地
出
典
H
債
権
債
務
闘
係
は
、
分
解
の
進
行
を
肪
長
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
村
の

E
大
な
債
務
は
他
面
に
お

お
い
て
こ
の
分
解
を
阻
止
す
る
役
割
を
も
縫
っ
て
い
る
。
全
村
の
農
産
額
の
半
分
に
近
い
債
務
と
、
前
近
代
的
借
入
形
態
で
あ
る
典
及
び
高
利

子
率
は
、
農
民
の
生
産
と
消
費
を
ま
す
ま
す
匪
迫
し
、
債
務
期
聞
を
ま
す
ま
す
長
期
化
さ
せ
る
。

り
、
更
に
父
親
の
代
か
ら
の
も
の
が
八
%
を
占
め
て
い
る
。
中
貧
農
屠
に
お
け
る
，
こ
れ
ら
の
債
務
は
典
に
お
け
る
寅
質
的
土
地
責
却
で
な
け
れ

ば
、
債
務
奴
隷
制
の
形
成
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
百
層
の
あ
る
農
民
は
、
父
の
代
の
借
金
一
C
C
元
の
利
子
、
複
利
年
ニ
割
を
排
い
つ
づ
け
て

@
 

い
る
。

一
O
年
以
前
か
ら
の
債
務
が
四
ニ
%
に
も
の
ぼ
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寄
生
地
主
制
の
形
成

付

棉
作
地
代
の
成
立

我
々
は
す
で
に
第
一
章
に
お
い
て
、
農
業
経
営
の
分
解
と
土
地
所
有
の
分
解
と
が
同
時
に
進
行
し
て
お
り
、
そ
の
基
礎
に
棉
花
の
導
入
を
軸

と
す
る
自
給
的
農
業
か
ら
商
業
的
農
業
へ
の
輔
化
が
あ
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
考
察
で
は
地
主
酌
土
地
所
有
の
閣
題



官有9裏地

(A) 地代形態{寧位畝}

f'C 表

作物思IJ 地代形般〈面積811) 同 百 分 比

棉花 高来 包末 他 2十 棉花 高梁 包米 他 ot 

金定租 Z曲 .1 Z国.曲 113.75 24.6 曲'3.33 94 59 84 1凶 73 
納分租 1 4.5 4田 2 1 

Z十 210.6 2国曲 113.75 24.6 曲'7.83 回 59 84 1∞ 74 

物定租 4.5 10佃 0田 15回 2 2 2 

納骨租 171.80 19∞ 1曲 80 39 14 23 

!1 4.5 181.80 19田 205.80 2 41 14 25 

包 組 4 2田 暗凹 z 2 

合 Z十 219.1 440旬、、135.25 24.6 819.63 1∞ 100 100 1佃 100 

(B) 地 代 額(車位元)

(C) 土地利用 〈耳障位畝)

S3 

作 地 手IJ 用 /同 左 百 分 Jt 

織 ~E 高喪 包来 自 E距 他 11 綿花 高梁 包米 自 言担 他 E十

地上地 90.9 四 2 16.7 7.7 4.6 159.1 57 25 10 5 3 1凹

日中地 1国 .2 ，52.45 62.75 0.8 10:5 235.7 46 22 27 5 100 

別下地 19 担 9.03 55.8 1.0 424.83 5 82 13 100 

ft 219，1 制O曲 135.25 9.5 15.1 819.6 27 54 16 1‘ 2 100 

上百向分比 上 地

41 9 12 81 30 19 

中地 回 12 47 8 7C 29 a 

下地 9 79 41 11 52 

2十 1田 1凹 1凹 1曲 1∞ 1∞ 

九日由

ω

註 l 由華の作付はS却凪中のわずか10畝であり，必ずしも現賓の阻向をE皿していないであろう.
2 物納分租の地代は事事の見積りが間億なため金耐と比較しにくい.111置のみで計算すれば下地での高麗作の場合の地代は2.13:売となる.
3. (0)地代覗袋中の1鼠富生産慣絡は，副産物慣帽の且積りが図障なため省略してある.もし師産物園帽を計上すれば地代寧は若干低下するであろう.

尚南町縄『統計鯛』符7膏



568 

が
捨
象
さ
れ
て
い
た
。

E
大
な
債
務
の
網
の
自
は
単
純
な
分
解
過
程
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
商
業
・
高
利
貸
の
自
立
的
設
展
と
稽

し
う
る
程
の
も
の
で
あ
り
、
泣
落
中
貧
曲
皮
膚
の
牧
奪
者
は
単
に
富
農
の
み
で
は
な
い
。
奮
来
の
封
建
的
土
地
所
有
者
も
亦
、
棉
作
の
普
及
に
封

躍
し
て
新
た
な
牧
奪
者
と
し
て
再
編
さ
れ
る
。
米
廠
村
で
は
富
農
的
大
経
営
と
詑
ん
で
村
外
地
主
が
登
場
し
て
く
る
。
中
貧
農
の
農
業
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
へ
の
轄
化
は
未
完
了
で
あ
っ
て
、
土
地
所
有
を
も
う
一
つ
の
軸
と
し
て
自
作
農
は
小
作
農
へ
と
聴
化
し
、
そ
の
封
極
で
は
一
部
の
農
民

.
商
人
が
金
貸
し
か
ら
土
地
貸
し
へ
と
轄
身
し
た
の
で
あ
っ
た
。

棉
花
の
作
付
け
は
小
作
地
全
世
の
一
一
七
%
を
占
め
る
が
、
そ
の
小
作
地
を
地
目
別
に
区
分
す
れ
ば
、
上
地
の
五
七
%
、
中
地
の
四
六
%
に
棉
花
が
作

付
け
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
者
で
棉
作
地
の
九
割
以
上
を
占
め
る
。
棉
花
と
封
稿
的
な
動
き
を
示
す
の
は
高
梁
で
あ
る
。
高
梁
作
全
陸
の
完
%

は
下
地
が
占
め
て
い
る
。
後
者
は
主
と
し
て
下
地
で
栽
低
唱
さ
れ
、
前
者
は
上
地
か
ら
中
地
で
栽
培
さ
れ
る
。
こ
の
小
作
地
で
の
作
付
動
向
は
同

@
 

村
の
耕
地
利
用
を
最
も
鋭
く
反
映
し
て
い
る
。
階
層
別
に
み
れ
ば
、
中
貧
農
ほ
ど
小
作
地
に
お
け
る
棉
作
率
が
高
く
、
上
地
よ
り
中
地
に
棉
花

が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
中
貧
血
買
は
よ
り
篠
件
の
悪
い
土
地
に
も
棉
花
を
栽
培
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

地
代
形
態
で
は
金
納
定
租
(
定
額
貨
幣
地
代
)
が
小
作
地
の
茜
%
を
占
め
て
匡
倒
的
に
多
い
。

つ
い
で
物
納
分
租
が
ニ
五
%
で
、
こ
の
二
形
態
で

- 24ー

地
代
の
一
0
0
%
近
く
を
占
め
て
い
る
。
同
年
代
の
華
北
各
地
に
比
べ
て
金
納
定
租
が
驚
く
ほ
ど
普
及
し
て
い
る
原
因
は
、
作
物
別
に
北
較
考
察

十
れ
ば
明
ら
か
と
な
る
。
棉
作
地
の
九
四
%
が
金
納
定
租
で
あ
る
。
他
方
高
梁
作
地
で
は
金
納
が
莞
%
、
物
納
が
四
一
%
と
な
お
か
な
り
の
現
物
形

態
を
残
存
さ
せ
て
い
る
。
同
村
の
物
納
分
租
は
高
梁
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
一
方
棉
花
は
二

O
年
前
に
金
納
定
租
を
つ
れ
て
同
村
の
上

地
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

@
 

な
お
、
小
作
契
約
に
際
し
て
は
以
下
の
事
情
が
注
目
さ
れ
る
。

付

す
べ
て
口
頭
契
約
で
あ
る
。
金
納
の
場
合
は
一
カ
年
毎
の
更
改
。
物
納
の
場
合
は
形
式
的
な
更
改
は
行
な
わ
れ
な
い
ι

。
地
代
の
納
入
方
法
は
、
金
納
で
は
小
作
契
約
と
同
時
に
前
納
す
る
。
そ
の
期
限
は
奮
の
一
二
月
一
五
日
で
あ
る
。
物
納
の
場
合
は
牧
穫

後
納
入
す
る
が
、
一
般
に
分
根
の
時
「
同
時
に
翌
年
の
小
作
擢
ハ
・
:
:
〉
が
得
ら
れ
る
と
小
作
人
は
観
念
し
て
い
る
。
」



鎗10裏地主小作閥係表

小作戸徹 小作面積 a・箇年 11 1-5年間 6 -10 11-20 21-却 31-却 51- 不明 Z十

戸 11 匁 小作地 %， 軍し菅め地る駅克こ 上 E l 1 l 3 

54.5副 7 11 
小 11 m 3 1 l s 上 E 3 75 
作小 Z十 3 1 l l 2 8 居 E 4 57 .w.5 5 10 • 小針 7 64 目。 12 10 里;w 4 2 3 1 10 

11 23 
v 10 2 2 4 10 1 29 中 w 6 回 師

敵 小針 14 4 2 4 13 2 39 眉 1 18 86 224.6. 27 .w 
受下 W小計 担 71 310.6 担 描 15 7 6 5 7 s 3 48 

明 -91 293.1 調 64 E件 屠 咽 7 s 3 4 3 8 盟下 29 
V 小計14 82 

n 10 9 9 10 13 3 76 居 四 22 岨 116.93 

小針 . 51 89 410.03 国 個 合計 39 14 12 10 15 掴 5 '1勾

告 計 82 72 819.63 1凹 34 

作 料 貸付期間別件殴
臓 量産 住所 貸付面調a 

1十ー 1-時間 31-却 51-世I'I!..王 現物音 6 -10 11-20 21-却 不 明 Z十

村王伯安 地主 持各:If. 133‘ 担4.1 18.8 持 2.9 3 l 5 9 2 20 
外李賢環 地主 柵樹園 194.81 579.2 31. 76 610.蝿 4 、 S 4 2 6 8 29 
地割玉圃 地主 量吃 83 85.5 l剖‘ 2‘5.9 3 2 2 6 13 

主小計 411.21 1.α)8.8 210.96 1.219.76 ? 6 ? 4 13. 23 2 62 

その他地主 地・商公吏置各宜荘帽 甜2.12 751.9 135.76 担 7.師 17 4 3 3 z 3 1 33 
Z十 673.33 1.11印 .7 346.72 2.107.42 24 10 10 7 15 描 3 95 

地主 !米廠村 64 243 57 300 s 2 1 2 2 12 
村 (119)(120) 地主自円 米廠村 52.3 145 70 215 7 3 1 11 
内小 :t 116.3 担8 127 515 12 3 2 2 2 2 23 

地 E 田 lE，i品米廠村 10 、 回 国 ・ 1 - 1 
主 W v 米廠村 15 85 ー 85 3 3 

明 四 地主 ・自f 米廠村 s 9回 9掴 1 1 
小 引 30 135 9回 144岨 13 l l ー 5 

1十 146.3 523 1話回 659.曲 15 4 2 3 2 2 28 

村外村内合 計 819.63 2.坦3.7 483回 2.767.剖 担 ー 14 12 10 15 28 5 123 

ー
お

l

。
申
出

註 1 現物小作"は貨幣.，草してるる.現物の内容は高量剖4斗，包米田斗.lZO.1斗でるる.
2 貸付(:小作】件.;ま同一年度における lll!l主の i小作人への俊Nttを1件とする.

3. ，)倒閣Q)貸付婚と船帽の貸付出:糊して叶のは以下帽固による.(晴晴では陪砲の2戸叫卦省略されていfcfJ;， MIOぷ 捌附に かれて腕
してレること.帥111衰の原理理 f厳罰置』割6表で土地を貸付吋ていた3.・.7.の ...'"置付勉が.11101慢の'医療『抗針圃』揮71慢では完量にあるいは係分的に献
奮していること.ここでは他の項目との輔峰でやむをえずt金者に係。た.

幽所前燭『統計圃』圃7.
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地
代
以
外
の
付
加
物
の
納
入
あ
る
い
は
地
主
へ
の
特
殊
な
義
務
は
「
不
思
議
に
も
見
嘗
ら
」
な
い
。

そ
れ
で
は
棉
作
の
導
入
に
伴
な
う
生
産
物
地
代
の
前
納
定
額
貨
幣
地
代
へ
の
鱒
化
は
、
地
代
の
水
準
そ
の
む
の
に
ど
の
よ
う
な
繁
化
を
奥
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
影
響
が
二
重
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
棉
作
に
よ
る
一
畝
蛍
生
産
額
の
増

加
に
と
も
な
う
地
代
額
の
絶
叫
到
的
上
昇
と
い
う
事
寅
で
あ
る
。
一
般
に
棉
作
地
帯
・
商
業
的
農
業
地
帯
の
地
代
の
上
昇
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

@
 

こ
と
で
あ
り
、
岡
村
に
お
レ
て
も
棉
作
地
代
は
高
梁
作
地
代
の
一
・
五
倍
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
第
二
に
、
地
代
が
一
一
畝
嘗
農
産
物
債
格
に

し
め
る
割
合
|
|
こ
れ
を
地
代
率
と
よ
べ
ば
|
|
、
棉
作
地
の
そ
れ
は
高
梁
・
包
米
作
地
の
そ
れ
よ
り
も
大
巾
広
低
下
し
て
い
る
。
換
言
す
れ

ば
、
棉
花
の
栽
培
に
つ
れ
て
地
代
は
絶
封
的
に
は
上
昇
す
る
け
れ
ど
も
、
相
封
的
に
は
低
下
す
る
と
い
え
る
。
こ
の
後
者
が
富
農
の
も
と
へ
の

若
干
の
小
作
地
の
集
中
を
可
能
に
す
る
一
候
件
で
あ
っ
て
、
後
者
は
小
作
的
富
農
経
営
の
生
成
の
一
つ
の
横
樟
と
し
て
作
用
し
得
る
。
前
者
は

反
射
の
作
用
を
輿
与え
る
。
地
代
額
の
絶
叫
到
的
上
昇
は
生
産
力
水
準
の
低
い
中
貧
農
の
農
業
経
営
を
強
く
匪
迫
す
る
の
み
な
ら
ず
、
地
代
・
地
債

の
上
昇
が
大
経
営
へ
の
借
地
・
所
有
地
の
急
速
な
集
中
を
妨
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
貧
雇
農
の
増
加
に
比
し
て
富
農
の
成
長
が
遅
れ
て

い
る
一
つ
の
障
害
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
貧
農
層
は
棉
花
の
栽
培
に
つ
れ
て
分
解
し
、
地
代
額
の
上
昇
に
つ
れ
て
貧
固

化
す
る
。
こ
の
過
程
は
二
重
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
前
者
は
農
民
層
分
解
の
準
行
、
後
者
は
分
解
の
阻
止
を
あ
ら
わ
し
、
そ
れ
が
中
貧
農
屠
の

混
落
の
中
に
相
互
樹
立
的
に
貫
徹
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
複
雑
な
過
程
を
一
律
に
分
解
の
進
行
と
か
下
降
分
解
と
か
規
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
過
程
は
分
解
と
非
分
解
の
相
魁
過
程
と
し
て
よ
り
現
貫
的
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
地
主
小
作
制
の

も
と
で
は
、
自
己
の
所
有
地
を
失
っ
た
農
民
は
そ
の
農
業
経
営
を
も
失
っ
て
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
に
轄
化
す
る
の
で
は
な
く
、
再
び
他
人
の

所
有
地
の
上
で
自
己
の
農
業
経
営
を
行
な
う
の
で
あ
る
か
ら
、
所
有
は
分
解
し
て
も
経
営
の
分
解
は
胆
止
さ
れ
て
レ
る
の
だ
か
ら
。

- 26一
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寄
生
地
主
制
の
形
成
過
程

鉱
上
の
分
解
と
ー非
分
解
の
二
重
の
過
程
は
血
庶
民
層
分
解
を
複
雑
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
土
地
所
有
自
慢
を
も
錯
雑
化
さ
せ
る
。
近
代
的
土
地



所
有
は
な
お
微
弱
で
封
建
的
土
地
所
有
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
。
第
一

O
表
は
各
階
層
の
借
入
地
に
劃
す
る
封
薩
を
表
わ
し
て
い
る
。
小
作
戸

の
全
戸
に
し
め
る
割
合
と
小
作
地
の
経
営
地
に
し
め
る
割
合
と
は
と
も
に
富
農
か
ら
貧
農
へ
と
漸
増
す
る
。

wn
層
に
至
っ
て
小
作
地
率
が
逆
轄

し
、
借
入
地
は
所
有
地
を
上
廻
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

'一
見
貧
農
ほ
ど
小
作
地
へ
の
依
存
が
強
く
、
土
地
所
有
者
の
支
配
の
基
礎
は
貧
農
で
あ

る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
小
稿
の
は
じ
め
に
紹
介
し
た
貧
農
作
物
か
富
農
作
物
か
干の

分
析
方
法
を
想
起
し
て
頂
き
た
い
。
同
村
全
睡

の
小
作
地
は
一
ニ
%
が
富
農
に
、
ゴ
一
八
%
が
中
農
に
、
吾
川
河
が
貧
農
に
配
分
さ
れ
て
お
り
、
更
に
細
分
す
れ
ば
、

V
層
呑
%
、

W
H
層
三
一
六
%

と、

v
-
w層
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
刊
層
は
小
作
地
へ
の
依
存
が
つ
一
%
と
高
い
値
を
示
す
が
同
村
の
全
小
作
地
に
占
め
る
割
合
は
一
四
%
と
低

い
。
本
来
農
業
者
的
側
面
の
弱
い

W
層
に
農
業
経
営
の
た
め
の
小
作
地
が
集
中
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
同
村
地
主
制
の
枇
曾

的
基
盤
は
中
農
下
部

(
V暦
〉
と
貧
農
上
部

(
W唐
)
で
あ
り
、
更
に
以
下
の
歴
史
を
み
る
な
ら
ば
、
地
主
制
は

V
屠
か
ら
羽
層
へ
と
搾
取
の
基

礎
を
移
行
さ
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一

O
表
の
小
作
縫
績
期
聞
は
次
の
二
黙
を
示
す
。

計
歪
M
W

ハ
門
小
作
件
数
は
二

O
年
以
前
(
一
九
一

0
年
代
〉
を
分
岐
黙
と
し
て
そ
れ
以
前
と
以
後
と
に
お
い
て
急
増
し
て
い
る
こ
と
。
近
二

O
年
は
勿

論
棉
作
推
贋
の
歴
史
と
重
な
っ
て
い
る
。

¥

。
階
層
別
に
み
れ
ば
、
一

0
年
代
以
降
貧
農
か
ら
中
農
へ
と
小
作
契
約
が
は
い
の
ぼ
っ
て
行
く
こ
と
、
即
ち
自
作
的
中
農
層
の
小
作
的
中

農
層
へ
の
轄
落
が
着
賞
に
準
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
遁
程
を
地
主
の
側
か
ら
考
察
す
れ
ば
更
に
注
目
す
べ
き
事
寅
が
あ
ら
わ
れ
て

4
る。

付
同
村
の
小
作
地
合
一
口
畝
の
う
ち
、
八
ニ
%
は
村
外
地
主
地
で
あ
り
、
同
村
の
地
主
制
は
村
外
地
主
に
よ
っ
て
準
め
ら
れ
て
い
る
。

。
こ
の
村
外
地
主
は
三
戸
の
大
地
主
と
三
戸
の
小
地
主
群
に
区
分
さ
れ
る
。
前
者
の
卒
均
貸
付
規
模
は
一
三
七
一
畝
で
あ
り
、
後
者
は
わ
ず
か
=
一

.
豆
畝
に
す
ぎ
な
い
。
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日
明
大
地
主
の
貸
付
け
六
ニ
件
中

一
芸
件
は
三

O
年
か
ら
五

O
年
以
前
の
契
約
で
あ
っ
て
、
同
村
の
大
地
主
制
は
こ
の
第
一
期
(
一
八
九
O
年
前



N
ト
出

第11表総 表括

農家所得 t市 花 生 産 努 貿 剰 余 慣値 地 代

農業所得寧% 容室附%f 当産量斤 販 費 量 斤 商品化率% 支 出5e 牧 入5e 持 取5e 被 抑取元 牧 入5e 支 椀フーE 

村外地主 2，107.42 

村内地主 515 
(407) 

富 農 E 80 59 24，520 21，870 89 1，180.36 1，298.40 (80) 70 

田 61 57 16，619 14，486 87 557.55 20 613.30 (9.1) 192.65 

小 ~1 71 国 41，139 36，356 88 1，737.91 20 1，911. 70 (850 9.1〉 262.65 

中 農 W 67 59 8，660 8，154 94 333.28 28.5 (74) 191.8 1 

V 87 63 20，532 19，996 97 168 67.8 491. 35 

~1 77 61 29，192 28，150 96 501.28 96.3 85 
683.15 (74) 

貧 農 刊 56 60 18，743 18，204 97 36.31 777. 7 855.47 (12.16) 890.6 

四 33 57 5，099 4，968 97 865.17 951. 69 調4.9

50 60 23，842 23，172 97 36.31 1，642.87 1，807.16 (192飽16) 1，275.5 

脹 農 319，05 350.96 

dロh at 63 59 94，173 87，678 93 2，275.5 2，078.22 2，767.3 2，221，30 

註島軍所得は第2衷，楠花生置は『統計繍』第13量， 秀賞は『統計鏑』鯨16.，剰融慣値は醐融慣値"'1.1で努質的世主より算出{註⑬@照)，地代は鋪10喪による.なお『統計繍』原褒

申R・Eの相温響曲原因で， r.統計潤』第6奮の地代世入と同じ〈第7表白地代世入とで若干四〈いちがいがある. ( )向舷字は館6産自も由である.第10車註*照.
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後
〉
に
形
成
さ
れ
た
と
推
測
し
う
る
。

帥
小
地
主
群
は
大
地
主
と
反
射
の
傾
向
を
示
す
ο

そ
れ
は
近
二

O
年
来
、
主
と
し
て
近
五
カ
年
聞
に
生
成
し
て
お
り
、
陸
地
棉
栽
培
と
農

業
恐
慌
の
只
中
よ
り
出
現
し
た
新
し
い
型
の
地
主
制
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
村
地
主
制
の
第
二
期
で
あ
る
。
彼
ら
は
若
干
の
公
吏
、
商
人
を
含
む

@
 

近
村
の
地
主
、
農
民
達
で
あ
り
、
そ
の
土
地
取
得
の
具
鐙
的
鰹
過
は
て
二
件
の
質
地
小
作
(
奥
小
作
)
を
除
き
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
す
で

に
み
た
米
廠
村
の

E
大
な
債
務
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り
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第
一
一
表
は
棉
作
農
村
に
お
け
る
農
民
層
の
分
解
と
寄
生
地
主
制
の
形
成
と
の
相
互
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

棉
作
皐

一
経
営
H
商
業
的
農
業
化
の
進
行
の
も
と
で
、
農
家
経
済
は
生
産
と
消
費
の
雨
面
に
お
い
て
市
場
依
存
を
強
め
る
。
こ
の
市
場
め
あ

て
の
生
産
の
成
立
は
、
経
営
規
模
格
差
を
生
産
力
格
差
へ
と
輔
化
さ
せ
、
農
民
の
聞
に
不
可
避
的
に
競
争
を
も
ち
こ
む
。
こ
の
競
争
の
中
で
大

多
数
の
農
民
は
棉
作
の
嬢
大
と
と
も
に
浪
落
し
、
潜
在
的
過
剰
鉱
労
働
力
を
形
成
す
る
。

'彼
ら
の
一
部
は
そ
の
封
極
に
護
生
す
る
富
農
的
大
経
営

に
吸
牧
さ
れ
る
。
大
経
営
の
有
利
さ
の
秘
密
は
過
剰
M

労
働
力
H
低
賃
金
鍔
働
力
の
搾
取
に
あ
る
。
棉
作
は

一
方
で
は
、
大
経
営
で
働
く
年
工
・

日
工
の
鉱
労
働
強
化
と
、
他
方
で
は
、
小
経
営
・
零
細
経
営
に
お
け
る
家
族
傍
働
力
の
緊
張
と
い
う
二
種
類
の
第
働
強
化
を
生
み
出
す
。
低
賃
金

労
働
力
は
大
経
営
で
は
そ
の
技
術
水
準
の
低
位
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
絶
封
的
剰
徐
債
値
生
産
に
従
事
し
、
小
経
営
で
は
家
族
第
賃
見
積
額
の

寅
現
の
た
め
だ
け
に
生
産
性
を
無
視
し
て
浪
費
さ
れ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
、
大
経
営
に
第
働
力
を
供
給
す
る
の
は

M
-
w・
唖
層
、
貧
農
と
雇一

農
と
で
あ
る
が
、
と
く
に
刊
層
、
農
民
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
大
経
営
の
務
働
力
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
こ
そ
資
本
賃
第
働

関
係
の
も
と
に
包
揖
さ
れ
た
事
賃
上
の
賃
労
働
者
、
年
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
で
あ
る
。
彼
ら
の
一

O
畝
未
満
の
わ
ず
か
な
借
入
地
は
、
地
主
の
た

め
の
地
代
生
産
に
で
は
な
く
、
主
と
し
て
彼
ら
の
賃
金
水
準
の
引
下
げ
、
棉
作
に
と
も
な
う
季
節
傍
働
者
の
再
生
産
の
た
め
の
役
割
を
捨
う
も

の
で
あ
っ
た
。

- 29ー
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棉
作
皐
一
経
営
H
商
業
的
農
業
化
の
進
行
は
、
醤
来
の
土
地
所
有
に
も
大
き
な
饗
化
を
典
え
た
。
地
代
形
態
で
は
金
約
定
額
と
な
っ
て
い
る

ば
か
り
か
、
前
納
制
、
一
カ
年
更
改
が
支
配
的
と
な
っ
て
お
り
、
近
代
日
本
の
地
主
制
に
比
べ
て
一
見
非
常
に
ド
ラ
イ
な
側
面
を
も
つ
に
至
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

E
大
な
高
利
の
債
務
、
棉
作
地
代
額
の
上
昇
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
商
業
・
高
利
貸
資
本
及
び
土
地
所
有
は
富
農
経
営
と

封
立
し
つ
つ
、
小
作
的
・
債
務
奴
隷
的
小
経
営
を
維
持
せ
し
め
て
い
た
。
高
利
の
債
務
と
高
率
地
代
の
波
は
貧
農
か
ら
中
農
へ
と
波
及
し
て
ゆ

く
。
一
九
三

0
年
代
前
牢
に
羽
層
を
と
ら
え
た
波
は
、
三

0
年
代
後
半
に
は

V
層
を
侵
蝕
し
始
め
て
い
る
。
地
主
制
の
基
礎
は
、
換
言
す
れ
ば

主
要
な
地
代
負
挽
者
は
羽
屠
及
び

V
屠
で
あ
る
。
富
農
へ
の
借
地
の
集
中
は
土
地
所
有
の
近
代
化
の
契
機
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
ま
だ
小

作
地
全
桂
の
一
割
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
富
農
的
大
経
営
の
基
礎
が

w-w-
咽
層
で
あ
り
、
地
主
制
の
基
盤
が

V
-
w層
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
し
い
搾
取
者
と
古

い
搾
取
者
と
の
相
容
れ
な
い
封
立
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

V
層
の
羽
層
へ
の
鱒
落
、

wm
層
の
wm
層
へ
の
下
降
は
、
地
主
制
の
衰
退
、
富
農

の
強
化
を
意
味
す
る
。
逆
に
波
落
農
民
が
地
主
の
所
有
地
の
上
で
農
業
経
営
者
と
し
て
の
自
己
を
維
持
・
再
生
産
す
る
こ
と
は
、
小
経
営
が
大

-30，-

経
営
と
競
争
し
つ
つ
自
己
を
保
存
す
る
と
同
時
に
、
大
経
営
へ
の
務
働
力
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
護
展
を
阻
害
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
。
農
民
を
資
本
の
も
と
に
包
揖
し
て
ゆ
く
か
、
土
地
所
有
の
支
配
下
に
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
か
は
、
嘗
該
段
階
の
中
園
祉

舎
の
一
切
の
政
治
的
経
済
的
諸
篠
件
そ
れ
自
鐙
の
問
題
で
あ
っ
て
、
小
稿
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
小
稿
は
た
だ
農
民
唐
の
分
解
と
そ

の
非
分
解
と
の
相
封
立
し
つ
つ
併
存
す
る
姿
を
一
商
業
的
棉
作
農
村
に
お
い
て
摘
出
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

註①
付
『
実
東
地
直
農
村
賞
態
調
査
報
告
』
第
一
部
『
巽
東
地
直
内
二
五
箇

村
農
村
賞
態
調
査
報
告
書
』
下
所
収
の
「
東
鴻
鴨
泊
村
」
及
び
同
報
告
第

三
部
『
巽
東
地
匡
内
農
村
産
業
特
別
調
査
報
告
書
』
所
放
の
「
聾
潤
豚
に

.
於
け
る
繍
作
事
情
鐙
に
其
の
劉
策
案
」
口

『第
二
次
官
丹
東
農
村
賞
態
調

査
報
告
書
』
統
計
篇
〔
=
一
〕
堕
潤
豚
米
廠
村
(
以
下
『
統
計
篇
』
と
略
記
)

同
昭
和
一
二
年
度
、
同
一
三
年
度
、
同
一
四
年
度
の
『
農
家
経
済
調
査
報

告
』
中
の
米
廠
村

村
の
脊
債
に
つ
い
て
は
、
中
西
功
氏
に
よ
れ
ば
、

「
と
に
か
く
日
本
人
が
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支
那
で
行
ふ
第
一
回
の
試
み
と
し
て
今
後
の
更
に
詳
細
な
調
査
を
噛
思
想

し
、
そ
の
第
一
着
手
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
調
査
員

の
数
も
少
な
か
っ
た
が
そ
の
代
り
に
、
出
来
る
限
り
多
く
の
部
落
を
包
括

‘
し
た
黙
は
こ
の
調
査
の
長
所
で
あ
っ
た
よ
(
『
浦
銭
調
査
月
報
』
第
一
八

ー巻
第
四
誠
一
九
三
八
年
四
月
二

O
頁
)
同
の
評
債
に
つ
い
て
は
、
同

じ
く
中
西
氏
に
よ
れ
ば
、
「
第
二
一次
の
調
査
は
昨
年
の
如
き
係
件
の
下
で

日
本
人
が
矯
し
得
る
最
大
限
の
正
確
さ
で
あ
っ
て
、
百
戸
許
り
の
小
部
落

に
五
人
の
調
査
員
と
四
人
の
通
課
と
が
、
本
調
査
及
び
補
充
調
査
に
約
五

十
五
日
の
日
数
を
消
費
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
(
同
前
、

ニ
O
頁
)
回
は
更
に
信
頼
で
き
る
農
家
経
済
資
料
を
得
る
た
め
に
計
宣

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
調
査
方
法
と
し
て
は
満
洲
調
査
機
関
聯
合
曾

農
家
経
済
調
査
分
科
曾
版
『
農
家
経
済
簿
』
を
各
農
家
に
配
布
し
、
財
産

欣
態
、
毎
日
の
作
業
、
現
金
及
び
現
物
の
出
納
、
其
他
農
家
経
済
に
闘
す

る
一
切
の
出
来
事
を
記
入
せ
し
め
る
方
法
を
採
り
、
而
し
て
現
地
に
は
調

査
員
(
中
園
大
)
一
名
を
常
駐
せ
し
め
不
断
の
指
導
に
笛
ら
し
め
た
。
」

(
昭
和
一
一
一
年
度
『
農
家
経
済
調
査
報
告
』
一
頁
〉

日
本
の
植
民
地
支
配
の
進
展
が
、
米
廠
村
調
査
の
正
確
さ
の
深
化
の
政

治
的
背
景
で
あ
っ
た
。
宣
撫
口
問
を
持
っ
て
短
期
間
の
調
査
に
出
か
け
る
段

階
か
ら
、
農
村
に
調
査
員
を
常
駐
さ
せ
る
に
至
る
過
程
で
、
調
査
の
正
確

さ
が
増
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
侵
略
の
強
化
は
嘗
然
農
民
の
聞
に

抵
抗
を
生
み
出
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
調
査
・
統
計
技
術
の
完
備
に
よ
り
満

織
の
農
村
調
査
自
僅
の
信
頼
度
は
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

②

ω柏
一
茄
賢
『
北
支
那
農
村
経
済
社
曾
の
構
造
と
そ
の
展
開
』
(
一
九
四

四
人
文
科
事
研
究
所

)ω
服
部
満
江
「
農
業
経
営
に
闘
す
る
一
考
察
」

(
『
北
支
那
の
農
業
と
経
済
』
下
各
所
政
一
九
四
二
日
本
評
論
祉
〉

ω東
出
準
一
寸
北
支
に
於
け
る
農
家
生
活
水
準
の
分
析
」
〈
『
帝
園
農
曾

報
』
第
=
二
容
第
五
披
一
九
四
二

)ω
同
「
農
家
経
済
の
特
徴
」
前

掲
『
北
支
那
の
農
業
と
経
済
』
下
翁
所
牧
〉

a

同
大
上
末
由
民
「
北
支
那
農

村
の
枇
曾
的
経
済
構
造
」
(
『
農
業
と
経
済
』
第
四
谷
第
一

O
腕
一
九
三

七
)
例
中
西
功
「
葉
東
地
匡
農
村
賞
態
調
査
新
資
料
の
線
観
付
」
(
『
瓦

那
問
題
研
究
所
所
報
』
第
六
鋭
一
九
三
七
〉
仰
向
「
葉
東
地
面
農
村

経
営
の
零
細
性
」
(
間
前
、
第
七
鋭
、
一
九
三
七
未
見
〉
的
問
「
河
北

農
業
経
済
の
概
況
口
'
|
実
東
地
匿
の
土
地
分
配
|
|
」
〈
『
満
織
調
査
月

報
』
第
一
八
轡
第
四
統
一
九
三
八
〉

③
『
中
園
農
業
の
諮
問
題
附
』
(
一
九
五
三

技
報
堂
四
五
J
五
五
頁
)

④
中
西
功
氏
の
主
張
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。
中
西
氏
は
米

廠
村
調
査
を
全
種
的
に
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
氏
は
も
っ
ぱ
ら
第
一
次

調
査
に
依
接
し
て
、
土
地
所
有
規
模
と
経
営
規
模
に
関
す
る
資
料
の
み
を

検
討
の
針
象
と
さ
れ
、
河
北
省
東
部
の
農
村
か
ら
四
類
型
を
抽
出
し
て
棉

作
地
帯
の
東
鴻
鴨
泊
・
米
廠
の
爾
村
を
そ
の
第
E
の
タ
イ
プ
の
典
型
と
し

て
整
理
さ
れ
た
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
四
類
型
匡
分
は
き

わ
め
て
難
解
で
あ
り
、
本
来
同
時
代
に
存
在
す
る
四
類
型
を
農
民
層
分
解

論
を
媒
介
と
し
て
歴
史
的
な
夜
展
の
諸
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

に
、
中
西
氏
は
成
功
し
な
か
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。
一
方
で
、
一
九
三

0
年

代
の
農
村
の
基
本
的
動
向
を
経
営
の
零
細
化
と
寄
生
地
主
制
の
形
成
に
も

と
め
な
が
ら
、
他
方
で
、
四
類
型
金
慢
に
亙
っ
て
分
解
論
を
適
用
し
よ
う

と
す
る
こ
と
は
説
得
的
で
は
な
い
。
第
I
類
型
は
、
河
北
省
東
部
農
村
の

卒
均
的
姿
態
を
備
え
た
、
高
梁
・
小
委
・
包
米
等
の
普
通
作
物
地
帯
で
あ

る
。
ー
で
は
自
作
農
の
比
重
が
非
常
に
高
く
、
地
主
小
作
制
は
ほ
と
ん
ど

存
在
し
て
い
な
い
。
一
方
の
端
に
は
年
工
を
も
っ
大
地
主
経
営
が
あ
り
、
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他
の
端
に
は
極
度
に
零
細
な
自
作
農
が
庚
汎
に
存
在
し
、
彼
ら
は
大
地
主

緩
脇
田
に
劃
し
て
「
農
奴
的
低
賃
金
」
で
労
働
力
を
供
給
す
る
。
第
W
類
型

は
こ
の
普
通
作
物
地
帯
で
寄
生
地
主
制
が
遂
行
し
た
農
村
で
あ
っ
て
、
農

民
は
寄
生
地
主
で
な
け
れ
ば
零
細
小
作
農
で
あ
る
。
補
者
は
学
封
建
的
高

率
地
代
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。
ー
か
ら
N
へ
の
縛
化
は
農
奴
制
的
大
地
主
経

営
の
寄
生
地
主
へ
の
縛
身
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
第

E
類
型
は
、
ー

の
基
礎
上
で
商
品
作
物
栽
培
が
展
開
し
た
農
村
で
、
大
経
営
が
存
在
す
る

と
と
も
に
下
層
経
営
の
零
細
性
は
更
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
第

E
類
型

は
、
同
じ
く
商
業
的
農
業
地
帯
で
あ
る
が
中
間
層
・
富
俗
層
の
比
重
が
大

き
く
、
宮
漫
経
営
|
無
土
地
所
有
戸
と
寄
生
地
主
1

小
作
農
と
の
二
関
係

が
併
存
す
る
。
こ
の
四
類
型
を
同
一
の
分
解
論
で
整
合
的
に
説
明
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
元
来
、
小
商
品
生
産
段
階
〈
H
商
業
的
農
業
地

帯
〉
以
前
の
自
給
性
の
強
い
普
通
作
物
地
滑
に
お
い
て
、
農
民
層
分
解
を

主
張
す
る
こ
と
自
慢
が
無
理
で
あ
り
、
叉
そ
こ
か
ら
析
出
さ
れ
る
貧
窮
農

民
と
商
業
的
農
業
の
展
開
の
結
果
生
れ
て
く
る
貧
雇
農
と
を
、
同
一
の
占
資

本
主
義
経
済
の
浸
透
H
H
分
解
の
結
果
形
成
さ
れ
た
同
一
の
性
格
を
も
っ
牢

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
と
規
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
商
業
的
農
業
地
帯
で
あ
り
な
が
ら

E
と
E
と

の
論
理
的
・
歴
史
的
漣
胸
を
中
西
氏
が
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
は
こ
の
た

め
で
あ
る
。

一
般
に
、
中
国
農
村
に
お
け
る
大
量
の
下
暦
農
民
・
牟
失
業
者
群
は
、

よ
り
後
進
的
な
自
給
的
村
落
で
は
、
農
民
屠
全
慢
の
貧
困
化
、
商
業
・
高

利
貸
資
本
の
自
立
的
な
褒
展
の
結
果
形
成
さ
れ
て
く
る
む
の
と
解
し
た
方

が
よ
り
安
嘗
で
は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
、
商
業
・
高
利
貸
資
本
の
自
立
的

建
展
は
農
民
唐
分
解
を
阻
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
貧

困
農
民
は
分
解
の
結
果
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
分
解
が
阻
止
さ
れ
た

結
果
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
歴
史
評
論
』第
二
八
二
鋭
「
日
本
帝
国
主
義
下
の
中
園
東
北
地

域
吐
曾
論
に
か
ん
す
る
覚
書
」
で
西
村
成
雄
氏
が
、
中
西
功
・
大
上
末
慶

雨
氏
の
聞
の
「
満
洲
経
済
論
争
」
を
遁
確
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

お
け
る
中
西
氏
の
論
貼
も
小
稿
で
指
摘
し
た
問
題
か
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
『
歴
史
評
論
』
第
二
九
五
鋭
「
ア
ジ
ア
近
代
に
お
け
る

農
民
層
分
解
の
特
質
」
に
お
け
る
小
谷
在
之
氏
の
主
張
に
も
同
じ
こ
と
が

指
摘
さ
れ
よ
う
。

@
前
掲
『
統
計
篇
』
一
一
一
頁
。

⑤
同
前
四
頁
。

⑦
大
上
前
掲
論
文
六

O
頁
。
な
お
同
様
の
主
張
は
、
河
地
重
磁
ご
九

三
0
年
代
中
園
の
農
民
屠
分
解
把
握
の
た
め
に
」
(
『
歴
史
事
研
究
』
第
二

九
O
銃
一
九
六
四
)
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。

③
「
皐
一
経
営
:
・
一
つ
の
生
産
部
門
が
車
濁
で
農
業
組
所
得
の
六

O
M

以
上
を
占
め
る
場
合
。
そ
の
生
産
部
門
が
イ
ネ
作
で
あ
れ
ば
、
イ
ネ
作
経

借
:
:
;
と
呼
ぶ
。
」
(
菊
地
泰
次

『農
家
の
経
営
診
断
入
門
』
一
九
七
一

第
六
版
家
の
光
協
曾
一
八
二
頁
)

な
お
、
服
部
氏
は
前
掲
論
文
五
七
八
頁
で

『
昭
和
一
一
一
年
度
農
家
経
済
調

査
報
告
』
中
の
「
所
得
的
牧
入
の
構
成
」
表
を
引
用
し
て
、
「
高
梁
、
玉

萄
黍
、
其
の
他
作
物
(
:
:
:
:
・
)
を
穀
物
牧
入
と
し
て
合
算
す
れ
ば
、
そ

れ
は
五
一
%
に
遣
し
棉
花
枚
入
割
合
よ
り
逢
か
に
高
い
」
と
主
張
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
「
所
得
的
収

入
」
に
は
「
未
販
寅
現
物
増
加
額
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
'一
二
年
度
は
多
く
の
農
家
が
棉
花
を
ま
だ
多
量
に
手
も
と
に
残
し
て
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お
り
、
そ
れ
は
「
所
得
的
攻
入
」
に
は
計
上
さ
れ
ず
「
未
販
賓
現
物
増
加

額
」
に
は
じ
め
て
計
上
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
農
産
物
放
λ
の
正
し
い
数

値
は
同
報
告
第
二
ニ
表
「
農
業
粗
放
盆
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
の
あ
や
ま
り
が
、
柏
結
賢
氏
前
掲
著
書
九
頁
第
二
表
に
お

い
て
も
く
り
返
さ
れ
て
い
る

φ

@
一
九
三
六
年
度
に
自
家
で
繰
綿
し
て
か
ら
費
却
し
た
農
家
は
上
層
の
二

戸
と
下
層
の
一
戸
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
農
家
は
す
べ
て
庭
先
で
賓

棉
の
ま
ま
費
却
し
て
い
る
。

⑮
「
集
約
度
の
増
進
は
、
技
術
組
織
を
向
上
す
る
合
理
化
を
は
か
ら
ぬ
限

り
、
い
わ
ゆ
る
牧
穫
漸
減
法
則
の
作
用
に
よ
り
、
増
加
集
約
度
に
く
ら
べ

て
牧
穫
の
増
加
率
が
漸
減
す
る
。
L

(

熊
代
幸
雄
『
比
較
農
法
論
』
一
九

六
九
お
茶
の
水
書
房
四
五
四
J
五
頁
ゾ

⑪
最
近
、
河
地
霊
藤
氏
は
ロ
ッ
シ

γ
グ
・
パ
ッ
ク
の
研
究
を
整
理
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
経
営
と
小
経
営
の
生
産
力
格
差
の
問
題
に
、
新
た
な
照

明
を
投
げ
か
け
て
、お
ら
れ
る
。
そ
の
注
目
す
べ
き
要
貼
を
筒
翠
に
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
以
下
の
引
用
は
同
氏
の
「
毛
津
東
と
現
代
中
園
』
(
一
九

七
二
ミ
ネ
ル
グ
ァ
書
房
)
に
擦
る
。
但
し
、
原
論
文
は
ご
九
三

0
年

代
中
国
の
農
業
生
産
力
構
造
と
最
近
の
動
拘
」
(
『
経
演
撃
雑
誌
』
第
四
九

谷
第
六
銃
一
九
六
三
〉
で
あ
る
。

ω「
お
中
国
農
業
の
土
地
生
産
性
は
、
高
い
草
位
耕
地
雷
り
生
産
性
と
低

い
作
付
面
積
嘗
り
生
産
性
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
異
れ
る
こ
つ
の

側
面
の
結
節
貼
が
、
高
い
土
地
利
用
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
」
〈
一
八
一
一
員
)
「
一
九
三

0
年
代
の
土
地
生
産
性
が
、
こ
の
よ
う
な

形
で
の
極
限
に
ち
か
い
段
階
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
は
、
土
地
生
産
性
の

経
営
規
模
別
の
格
差
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
貼
に
よ
っ
て
も
、
間
接
的

に
推
測
で
き
る
。
」
(
一
八
二
頁
〉

ω「
標
準
労
働
力
一
入
賞
り
生
産
性
に
は
頼
者
な
経
営
規
模
別
格
差
が
あ

る
の
に
、
単
位
時
間
醤
り
労
働
生
産
性
|
|
技
術
水
準
な
い
し
資
本
装
備

|
|
の
格
差
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。・

・
:
大
経
脇
田
の
一
入
賞
り
生
産
性

、
が
た
か
く
、
小
経
営
の
そ
れ
が
低
い
原
因
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分

を
、
年
間
就
業
時
間
、
逆
に
い
え
ば
年
間
遊
休
時
間
の
大
小
に
負
う
も
の

で
あ
っ
た
よ
(
一
八
九
頁
)

ω「
以
上
の
よ
う
な
検
討
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
経
畿
の
有
利
性

は
、
労
働
力
に
た
い
す
る
よ
り
大
き
な
土
地
の
組
み
合
せ
か
ら
く
る
就
業

時
間
の
な
が
さ
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
。
」
(
一
九
一
頁
〉

な
お
、
土
地
生
産
性
を
農
業
純
生
産
か
ら
算
出
す
る
小
稿
の
簿
記
的
方

法
か
ら
す
れ
ば
、
米
廠
村
に
お
い
て
は
河
地
氏
の

ωの
主
張
は
納
得
し
難

、しV
⑫
同
氏
前
掲
論
文
参
照
。

⑬
剰
徐
債
値
率
は
、
農
業
資
本
純
牧
盆
を
家
族
労
賃
見
積
額
と
一
傭
努
賃

(
賄
支
給
を
含
む
〉
と
の
和
で
除
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑭
殿
中
卒
『
中
園
棉
紡
織
史
稿
』
(
一
九
六
三
科
皐
出
版
枇
六
八

i

六
九
頁
)
。
依
田
憲
家
誇
『
中
園
近
代
産
業
後
遺
史
』
〈
一
九
六
六
校
倉

書
房
一

O
五
頁
〉
。

⑮
東
出
準
一
前
掲
「
農
家
経
済
の
特
徴
」
七

O
四
頁
。

⑮
同
前
。

、

‘⑫
「
大
面
積
自
作
経
営
農

・・
:
の
中
に
そ
の
経
脇
田
が
家
族
労
働
力
に
ょ
っ

て
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
、

一雇一
傭
努
働
力
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
ゐ
る

も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
に
於
い
て
は
か
か
る
経
俸
は
殆
ど
常
に
家

族
生
活
の
維
持
に
必
需
的
現
物
負
携
の
割
合
が
高
く
、
た
め
に
商
品
作
物
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栽
培
は
第
二
義
的
と
な
っ
て
み
る
仮
向
が
あ
る
」
〈
服
部
氏
前
渇
論
文
五

八
五
頁
〉
。

⑬
中
西
功
前
掲
「
背
拘
束
地
匡
農
村
賞
態
調
査
新
資
料
の
線
観

H
」=一一一一

頁。

⑬
年
利
率
七
分
五
厘
と
し
て
富
農
的
大
経
営
の
枚
盆
地
債
を
算
出
す
れ

ば
、
一
.
畝
嘗
六

O
閣
と
な
り
、
寅
際
の
地
償
五
六
圃
を
若
干
上
廻
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
富
山
炭
が
土
地
を
購
入
し
て
経
営
を
扱
大
す
る
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
。

③
前
掲
『
統
計
篇
』
第
二
表
「
農
家
略
歴
表
」
は
、
土
地
の
継
承
関
係
の

削
門
讃
の
困
難
及
び
土
地
質
却
の
異
常
な
低
さ
の
原
因
た
る
農
民
の
虚
儒
の

申
告
等
に
よ
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
分
析
が
困
難
で
あ
っ
た
。
も
し
原
表
記

載
の
数
値
が
ほ
ぼ
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
東
出
準
一
氏
の

如
く
総
承
地
と
現
在
所
有
地
と
の
比
較
か
ら
良
家
経
済
の
「
上
向
で
あ
る

こ
と
が
看
取
さ
れ
る
」
〈
同
氏
前
掲
論
文
七
六
六
頁
)
か
も
し
れ
な
い
。

@
「
嘗
業
ハ
河
頭
鎖
(
脊
各
荘
:
・
引
用
者
註
)
及
型
蓋
ノ
二
箇
所
-
一
ア
ル

以
外
蘇
城
-
一
ハ
無
夕
、
庶
民
金
融
ハ
地
方
-
一
於
ケ
ル
農
村
合
作
枇
-
一
ヨ
ル

ヵ
、
叉
ハ
地
主
階
級
ヨ
リ
信
用
-
一
ヨ
ル
借
入
ヲ
ナ
ス
以
外
全
ク
他
ナ
キ
吠

態
ナ
リ
。
」
(
『
葉
東
防
共
自
治
政
府
管
内
典
嘗
業
調
査
報
告
書
』
一
九
三

六
大
輿
股
品
川
有
限
公
司
四
一
頁
〉
。

な
お
他
の
格
差
地
で
指
摘
さ
れ
る
青
田
買
等
の
棉
花
関
係
商
人
に
よ
る
貸

付
け
と
棉
花
牧
買
と
の
具
種
的
な
つ
な
が
り
は
、
残
念
な
が
ら
賀
設
で
き

て
い
な
い
。

@
前
掲
『
統
計
篤
』
第
一
五
表
。

@
南
面
傾
斜
で
緑
地
婚
に
接
績
す
る
同
村
耕
地
で
は
「
土
地
の
高
低
に
従

っ
て
作
物
の
種
類
、
問
混
作
様
式
が
限
定
せ
ら
れ
、
高
地
よ
り
低
地
に
な

る
に
従
ひ
棉
花
・
包
米
・
高
梁
と
作
物
は
一
謄
限
定
さ
れ
」
て
い
る
け
れ

ど
も
、
「
最
近
二

O
年
来
陸
地
棉
栽
培
の
有
利
な
る
こ
と
が
認
め
ら
る
る

に
及
び
急
激
に
増
加
し
土
地
で
は
足
ら
ず
低
禄
ア
ル
カ
リ
土
捜
た
る
下
地

或
は
荒
地
迄
も
、
周
闘
に
溝
を
掘
り
土
を
疲
上
げ
て
水
害
を
避
け
る
所
謂

『
吃
地
』
な
る
土
地
改
良
を
施
し
て
の
綿
花
栽
培
も
初
め
ら
れ
」
る
に
至

っ
た
。
(
前
掲

『統
計
篇
』
一
一
一
一
良
)
。

@
前
掲
『
統
計
篇
』
第
七
表
及
び
二
J
一一一頁。

③
河
北
省
の
他
の
棉
産
地
で
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。
「
最
近
棉
作
の
流

行
と
共
に
該
作
物
の
有
利
な
る
所
川
酬
を
以
て
棉
作
好
適
地
は
(
小
作
料
が

:
:
引
用
者
)
漸
次
騰
貴
の
傾
向
を
辿
り
つ
つ
あ
る
よ
(
『
北
支
那
に
於
。

け
る
棉
作
地
農
村
事
情
(
河
北
省
通
豚
小
街
村
)
』
満
鍛
天
津
事
務
所
調
査

課
一
九
三
六
五
七
頁
)
。

@
前
掲
『
幼
少
計
篇
』
第
七
表
四
七
頁
及
び
第
六
表
三
八
頁
。
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The

　

Differentiation

　

of

　

the

　

Peasant

　

Class

　

in

　

One

Cotton-Growing Village in Twentieth Century China

Kｏｉｃｈｉ Ｙｏｓhiｄａ

　　

The author of this article would like to convey the following points

to prospective readers. The object of his　investigation is the　village of

Mi-chang米廠村in Feng-run county豊潤胚，Ｈｅｂｅｉ河北, which was

one of three villages studied in the late 193O's by the South Manchurian

Railway's Second Eastern Hebei Village Investigation Team 混織第二次

翼東農村貢態調査班. Mi-chang-cun (population about 120 households),

located

　

south

　

of

　

the

　

χu-ge-zhuang

　

骨各荘station of　the　Jing-shan

Railway 京山鍼路, was both a typical North　China village and a

representative

　

producer of“Northeastern　River　Ｃｏttｏｎ”東北河棉，

which occupied a unique position in the Tianiin　cotton market. ０ｎ the

basis of an ｅχhaustive　treatment　of　the　detailed　statistical　materials

contained in the SMR report, the author arrives at　two　principal

conclusions.

　　

1）Ｔｈｅ

　

ｅχpansion

　

of the　cultivation of cotton for industrial uses

generated competition　between peasants who were　operating on quite

different

　

scales. A　shift　from　ａ　natural　to ａ　commodity　economy

provided

　

occasions

　

for

　

both

　

prosperity and collapse on the part of the

peasants

　

who

　

were

　

small-scale

　

commodity-producers.

　　

This

　

is

　

the

phenomenon which we usually call“the differentiation of the peasantry”，

and

　

which

　

indeed

　

is the primary force within the villages that drives

out

　

the

　

feudal

　

order

　

in

　

favor

　

of

　

capitalist society　--ａ　force　which

　　　　　　　　　　　　　　　　

l
existing studies have unfairly underestimated.

　　

2) The problem　of　feudal　land　tenure before the　revolution of

1949 has ｕ･ｐto now been treated as　if　it　were ａ separate topic to　be

dealt with in isolation from other phenomena, but the　author does not

think

　

in this　fashion. Land　tenure　must be considered in connection

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－



with

　

agricultural

　

production CmanagemenO if　it　isto　be　correctly

undeTｓtood.

　

The

　

development

　

of

　

commercialized

　

farming

　

and

　

the

differentiation

　

of the　peasantry　into　rich　peasants　and　poor peasants

created

　

the

　

opportunity

　

for

　

feudal

　

conditions

　

of

　

land tenure to give

way

　

to

　

modern conditions.In the l930's this possibility　was　hedged

by ａ number of di伍culties,a fact which constitutes the profound social

background to the Guomindang 國民黛road to modernization without

passing through ａ violent revolution.

The Reconstruction of the Ancient History of 6a 巴

and Shu 蜀　一一theLegendary Period

Nａｏｓａｄａ　Ｋａｎｏ

　　

The region of Ba 巴and　Shｕ蜀entered into the development of

history centering on the North　China Plain in the late fourth century

B. C. when it came under the control of. Qin秦. Consequently for

the purpose of reconstructing the ancient history of Ba-Shu before･that

point there is no alternative but to follow the fragmentary　notices

which occur in the　Shｕ-ｎｎｓ書経and the Ｚ回-ｚｈｕａｎ左傅or else the

Ｈｕａ-ﾀａｎｇｇｕｏ-ｚhi華陽國志which was compiled in the middle of the

fourth century　A. D. Otherwise one　must rely upon　archaeological

remains

　

and

　

artifacts. But　studies　in　this latter　area have not been

adequately pursued.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　

The region which forms the subject of this article is limited to the

eastern basin of Si-chuan 四川province, and the　Ｈｕａ-ｙａｎｇ　ｇｕｏ-ｚki'ｓ

entries for the legendary period of Ba-Shu history are　examined　with

the aid of the Shｕ-ｗａｎｇｂａ示蜀王本紀ascribed to Yang Xiong揚雄.

The author concludes that although most of the material in the　Ｈｕａ。

ｙａｎｇ　ｇｕｏ-ｚｈｉ　consistsof the fabrications of later periods, it includes

authentic traditions concerning this region｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2一一


